
璽冒
平成 27年度秋期

基本情報技術者試験
午後問題

13:00~15: 30 (2時間 30分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問 1

必須

問2～問 7

4問選択

問8 1問9～問 13

必須 1問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) 答案用紙は光学式読取り装置で読み取った上で採点しますので， B又は HBの黒

鉛筆で答案用紙のマークの記入方法のとおリマークしてください。マークの濃度

がうすいなど，マークの記入方法のとおり正しくマークされていない場合は読み

取れません。特にシャープペンシルを使用する際には，マークの濃度に十分注意し

てください。訂正の場合は，あとが残らないように消しゴムできれいに消し，消し

くずを残さないでください。

(2) 受験番号欄に受験番号を，生年月日欄に受験票の生年月日を記入及びマークし

てください。答案用紙のマークの記入方法のとおり記入及びマークされていない

場合は，採点されないことがあリます。生年月日欄については，受験票の生年月

日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記入及びマークしてください。

(3) 選択した問題については，次の例に従って，選択欄の問題番号のOOをマーク

してください。答案用紙の 〔問3，問4,問6,問7,問9を選択した場合の例）
マークの記入方法のとおリ

マークされていない場合は，

採点されません。問2～問 7

について 5問以上マークし

た場合は，はじめの 4問を採点します。問 9～問 13について 2問以上マークした

場合は，はじめの 1問を採点します。

(4) 解答は， 次の例題にならって， 解答欄にマークしてください。答案用紙のマー

クの記入方法のとおリマークされていない場合は，採点されません。

〔例題〕 次の I Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

秋の情報処理技術者試験は,| a |月に実施される。

解答群 ア 8 イ 9 ウ 10 エ 11

正しい答えは“ウ 10"ですから，次のようにマークしてください。

・ ⑤R⑤R⑦⑦⑤ | 
＇ 

＇ 
＇ 
＇ 
＇ 
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〔問題一覧〕

●問 1（必須問題）

出題分野
問題

番号

こ ［｀セキュリティ

●問 2～問 7(6問中 4問選択）

問題
出題分野

番号

問2 ハードウェア

問3 データベース

問4 ネットワーク

問5 ソフトウェア設計

問6 プロジェクトマネジメント

問7 経営戦略 ・企業と法務

●問 8（必須問題）

問題

番号
出題分野

問8Iデータ構造及びアルゴリズム

●問 9～問 13(5問中 1問選択）

問題
出題分野

番号

問9 ソフトウェア開発（C)

問10 ソフトウェア開発（COBOL)

問11 ソフトウェア開発（Java)

問12ソフトウェア開発（アセンブラ）

問13ソフトウェア開発（表計算）

テーマ

ログ管理システム

テーマ

浮動小数点数

電子部品の出荷データを管理する関係データベースの

運用

Webサイトにおけるセッション管理

決定表を用いた注文機能の設計

プロジェクトの見積リ

新システム稼働による業績改善

テーマ

Boyer-Moore-Horspool法を用いた文字列検索

テーマ

入退室状況の印字

アンケート結果の分析

プロックのデータのキャッシュ管理

ピット列の挿入

PC販売店での購入金額の計算
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共通に使用される擬似言語の記述形式

擬似言語を使用した問題では，各問題文中に注記がない限リ，次の記述形式が適用さ

れているものとする。

〔宣言，注釈及び処理〕

記述形式 説明

゜
手続，変数などの名前，型などを宣言する。

／＊文＊／ 文に注釈を記述する。

・変数←式 変数に式の値を代入する。

・手続（引数， …） 手続を呼び出し，引数を受け渡す。

： 条件式 単岐選択処理を示す。

処理 条件式が真のときは処理を実行する。

戸
理式 1 

双岐選択処理を示す。

条件式が真のときは処理 1を実行し，偽のと

きは処理2を実行する。

処
理 2

I 
条件式 前判定繰返し処理を示す。

理 処理 条件式が真の間，処理を繰リ返し実行する。

後判定繰返し処理を示す。： 処理 処理を実行し，条件式が真の間，処理を繰リ

条件式 返し実行する。

I 
変数：初期値，条件式，増分 繰返し処理を示す。

処理 開始時点で変数に初期値（式で与えられる）

が格納され，条件式が真の間，処理を繰リ返

す。また，繰リ返すごとに，変数に増分（式

で与えられる）を加える。
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〔演算子と優先順位〕

演算の種類 演算子 優先順位

単項演算 +, -, not 高
ヽ

乗除演算 X, +, % 

加減演算 +, -

関係演算 ＞，＜，こ，三，＝，＃

論理積 and 
， 

論理和 or 低

注記 整数同士の除算では，整数の商を結果と して返す。％演算子は，剰余算を表す。

〔論理型の定数〕

true, false 
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次の問 1は必須問題です。必ず解答してください。

問 1 ログ管理システムに関する次の記述を読んで，設問1~5に答えよ。

中堅の製造業である B社では，他社で発生した情報漏えい事件を受けて，社内の

業務システムヘの不正アクセスを早期に検知するための仕組みを強化することになっ

た。 B社では，業務システムのアクセスログ（以下， ログという）を一元管理するた

めに， ログ管理システムを構築することにした。 ログ管理システムの対象になる業務

システムは，図 1のネットワーク構成図に示す，勤務管理システム，販売管理システ

ム，生産管理システム及び品質管理システムの四つである。各管理システムには， 1

台のサーバが割リ当てられている。

勤務管理システム
のサーバ

販売管理システム
のサーバ

□凸 □ら
勤務管理システム：社員の勤務状況を管理するシステム
販売管理システム：顧客からの受注情報を管理するシステム
生産管理システム ：製品の製造の進捗状況を管理するシステム
品質管理システム ：製品の品質情報を管理するシステム
端末 ：社員が利用する端末

：口．
合

□
合

□
言戸閏コ丁〉
L------.... 

生産管理システム
のサーバ

注記

品質管理システム
のサーバ

⇒はログを収集する流れを示す。

函 1

ログ管理システムのサーパ

ネットワーク構成図

1

.9
d
 

〔業務システムの利用とログの説明（抜粋））

B社の社員は，固定の IPアドレスが設定されている端末から， 一意に社員を特定
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できる社員 IDで，業務システムのうちの一つにログインし， “参照”, ‘更新’',

“ダウンロード＂の操作を行う 。社員が，業務システムにログイン したときに“参

照”のログがログファイルに書き込まれる。また，ダウンロードの都度，そのデータ

量を記録したログがログファイルに書き込まれる。一人の社員が，同時に複数の業務

システムを使わないこと，及び，業務システム全体からデータを 1日に 5Mバイトを

超えてダウンロードしないことを業務システムの利用規程で定めている。

〔ログ管理システムの概要（抜粋）〕

業務システムの各サーバ上のログファイルにログが書き込まれると，各業務システ

ムに組み込まれている検知処理が，ログの書込みを検知し，そのログをログ管理シス

テムのサーバ上の業務システム別のログファイルに書き込む。書き込まれたログは，

ログ管理システムのログ集積処理が，各業務システムのログを一元管理するログ集積

ファイルに書き込む。ログには，業務システムを識別するための業務 IDや，社員が

実施した操作を示す，“参照”,“更新”,“ダウンロード’'の操作種別などが含まれて

いる。

〔ログ管理システムの要件（抜粋）〕

(1) ログ集積ファイルを基に，いつ，誰が，どの端末からどの業務システムをどの

ように操作したかが追跡できる。

(2) ログ管理システムのサーバ上のログファイルに書き込む処理は，ログ管理シス

テムヘのログインを必要とする。

(3) ログ管理システムの管理者（以下，ログ管理者という）と業務システムの管理

者（以下，業務システム管理者という）だけが，ログ集積ファイルを参照できる。

(4) ログ管理者は，ログ集積ファイルをログ管理システムから外部の機器に出力す

ることができる。

(5) ログ管理システムから外部の機器に出力される外部ログ集積ファイルには，改

ざんと漏えいを防止する対策を講じる。

(6) 各サーバ間の通信には，公開鍵暗号方式を利用する。

(7) ①ログ集積ファイルに書き込まれたログが一定条件を満たした際には，電子メ

ールでログ管理者に通報する。
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〔ログ管理システムの概要（抜粋）〕及び〔ログ管理システムの要件（抜粋））を基に，

表 1のログ管理システムの仕組み（抜粋）と，表 2のログ管理システムヘのアクセス権

限表（抜粋）を作成した。

表 1 ログ管理システムの仕組み（抜粋）

No. 要件 仕組み

1 ログ管理システムのログ集積ファイル ・業務システムに組み込まれた検知処理が，

を基に，いつ，誰が，どの端末からど ログ管理システムのサーバ上のログファイ

の業務システムをどのように操作した ルに書き込む。

かが追跡できる。 ・ログファイルのログをログ集積ファイルに

書き込む。

• I a |。

2 ログ管理システムから外部の機器に出 • I b l。
力される外部ログ集積ファイルには， • I C l。
改ざんと漏えいを防止する対策を講じ

る。

表 2 ログ管理システムヘのアクセス権限表（抜粋）

ログ管理システム ログファイル ログ集積ファイル

へのログイン へのアクセス へのアクセス

ログ管理者 可 RE 

業務システム管理者 可 R 

検知処理 | dl I l d2 I 
注記 網掛けの部分は表示していない。

Rは参照 Eは外部へ出力， Wは書込みを示す。

設問 1 表 1中のI Iに入れる要件を満たす仕組みとして適切な答えを，解答

群の中から選べ。

aに関する解答群

ア 各業務システムの稼働状況を監視する

イ 各業務システムの時刻を同期させる

ウ 検知処理のログ管理システムヘのアクセスを監視する

ェ ログ集積フ ァイルヘのアクセスを監視する

オ ログ集積ファイルを圧縮する

-7 -



b, Cに関する解答群

ア 同一内容の複数個のログ集積ファイルを出力する

イ ログ集積ファイルに霞子署名を付加する

ウ ログ集積ファイルの出力に当たっては，推測しにくい名称を付ける

ェ ログ集積ファイルのログ中の個人情報を削除する

オ ログ集積ファイルを圧縮する

カ ログ集積ファイルを暗号化する

設問2 ログ管理システムの要件を満たすために，日時，操作種別以外で全てのログに

共通して含むべき項目を全て挙げた適切な答えを，解答群の中から選べ。

解答群

ア業務ID,社員 ID

イ 業務システムのサーバのIPアドレス，業務 ID

ウ 業務システムのサーバの IPアドレス，業務ID,社員 ID

工端末のIPアドレス，業務ID,社員 ID

オ端末のIPアドレス，社員ID

設問 3 表 2中のI Iに入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。ここで，

dlと d2に入れる答えは，解答群の中から組合せとして適切なものを選ぶものと

する。

解答群

dl d2 

ア 可 RE 

イ 可 w 

ウ 不可 E 

工 不可 RE 

才 不可 RW 

力 不可 w 
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設問4 業務システムの検知処理はログ管理システムのサーバ上のログファイルヘ善き

込む。この通信を暗号化するために最低限必要な公開鍵の数として適切な答えを，

解答群の中から選べ。

解答群

ア 1 イ 4 ウ 8 エ 12

設問5 ログ集積ファイルを基に，業務システムヘの不正アクセスを早期に検知するた

めに， 〔ログ管理システムの要件 （抜粋）〕の下線①で言及している一定条件と

して適切な答えを，解答群の中から三2選べ。ここで，解答群は，同じ社員 ID

のログに対する条件とする。

解答群

ア 1日中“参照＂のログだけが 書き込まれたとき

イ 1日の間に‘‘更新”のログが1回以上， 書き込まれたとき

ウ ある業務システムの連続した‘‘更新”のログの間に，別の業務システムのログが

書き込まれたとき

工 同じ業務システムの“参照”と“更新’'のログが連続して書き込まれたとき

オ 業務システムからダウンロードされたデータ量が1日で 5Mバイトを超えたとき

力 特定の業務システムの“参照”のログが15分間，書き込まれていないとき
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次の問 2から問 7までの 6問については，この中から 4問を選択し，選択した問題につ

いては，答案用紙の選択欄の項しをマークして解答してください。

なお， 5問以上マークした場合には，はじめの 4問について採点します。

問2 浮動小数点数に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

a=O, 又は 1~ 1 a1<2 を満たす a, 及びー126 ~ (3 ~ 127を満たすBを用い

てaX2”の形で表記される浮動小数点数を，図 1に示す 32ピット単精度浮動小数

点形式の表現（以下，単精度表現という）で近似する。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 0 （ビット番号）

符
にコ

万

部

指数部 仮数部

(8ビット） (23ビット）

図 1 32ビット単精度浮動小数点形式

(1) 符号部（ビット番号31)

aの値が正のとき 0,負のとき 1が入る。

(2) 指数部（ビット番号30~23)

8の値に 127を加えた値が2進数で入る。

(3) 仮数部（ビット番号22~O)

I a Iの整数部分 1を省略し，残リの小数部分が，ビット番号 22に小数第 1位

が来るような 2進数で入る。このとき，仮数部に格納できない部分については切

リ捨てる。

(4) aの値が0の場合，符号部，指数部，仮数部ともに0とする。

なお，値の記述として，単に aと記述した場合は， aは10進数表記であり，（a)n

と記述した場合はaがn進数表記であることを示す。例えば，（0.101¥は0.625と同

じ値を表す。また， 00…0という表記は， 0が連続していることを表す。
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設問 1 0.625を単精度表現したときに指数部に入る値として正しい答えを，解答群の

中から選べ。

解答群

ア (00)16

オ (FF)16

イ (7E)16 ウ (7F)16 エ (FE)16

設問2 次の単精度表現された数値として正しい答えを，解答群の中から選べ。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

゜I o I o 1 1 1 1 1 1 o 1 1 

゜゚゜゚゜
o I 

解答群

ア 0.125 イ 0.25 ウ 0.375 工 0.5 

才 0.75 力 1.5 

設問3 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

二つの浮動小数点数AとBの加算を行う。

Aの単精度表現

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

| o | 1 0 0 0 0 1 0 o | 1 0 0 0 0 0 

。
「
汀

Bの単精度表現

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

| 1 | 1 0 0 0 0 0 1 1 |1 0 0 0 0 0 

。
「
汀

AとBの加算を，次の①，②の手順で行う。

① 指数部の値を大きい方に合わせる。 Aが(1.1)2Xがであることから，

B を (-(~)2) x2sとする。

② 加算を行う。

((1.1)2 + (一（亡エコ）2))X 25 = (1. 1)2 X 2W 
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aに関する解答群

ア 0.001

ォ 0.11

bに関する解答群

ア 3

オ 130

イ 0.01

力1.1

イ 4

力 131

ウ 0.011

ウ 5

キ 132

工 0.1

工 6

設問4 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

設問 3のAについて AX10の値は，次の①～③の手順で求めることができる。

① AX8の値を求める。

AX8= (1.1)2X25X8= (1.1)2X25X23= (1.1)2X28 

② AX2の値を同様に求める。

③ ①と②の結果を加算する。

加算結果を単精度表現すると,| c |になる。

cに関する解答群

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

ァ |oI o 

゜゚゜
1 

゜゚
o 1 1 1 1 

゜゚゜
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

ィ |oI o 

゜゚゜
1 

゜゚
o 1 1 1 1 1 

゜゚
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

ゥ |o1 1 

゜゚゜゚
1 1 1 I 1 1 1 

゜゚゜
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

工 |oI 1 

゜゚゜゚
1 1 1 1 1 1 1 1 

゜゚
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

ォ |o| 1 

゜゚゜
1 

゜゚
o 1 1 1 1 

゜゚゜
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

ヵ |oI 1 

゜゚゜
1 

゜゚
o | 1 1 1 1 

゜゚
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問3 電子部品の出荷データを管理する関係データベースの運用に関する次の記述を読ん

で，設問 1~4に答えよ。

C社は，電子部品を製造販売する会社である。

ある期間に出荷した特定の電子部品について，製造装置の設定ミスによる不具合が

発生しているおそれがあるので，顧客への連絡と出荷済みの電子部品の無償交換（回

収及び再出荷。以下， リコールという）を実施することにした。

出荷情報は，図 1に示す表で管理されている。下線付きの項目は主キーを表す。

顧客表

顧客番号 顧客名

0181 情報電機株式会社

部品表

部品番号 部品名

007551 スイッチ

住所

東京都文京区本駒込00ー△

代表電話

99-9999-9999 

単価

80 

出荷表

出荷番号 1顧客番号 1部品番号 1出荷数 i出荷金額 1 出荷日

三150413 I 0059 

007551 

000890 

400 

100 

三 115

48000 I 20150115 

図 1 表の構成とデータの格納例

遍一
妥

設問 1 リコールの対象となる電子部品の出荷先の顧客番号，顧客名，出荷番号，出荷

日，出荷数を，顧客番号の昇順に表示する。 リコールの対象となる電子部品の部

品番号は “007551"で，出荷日は 2015年 1月 10日から 2015年 1月 20日までで

ある。次の SQL文のI a |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

SELECT顧客表．顧客番号，顧客表．顧客名，

出荷表．出荷番号，出荷表．出荷日， 出荷表．出荷数

FROM顧客表，出荷表

WHERE出荷表顧客番号＝顧客表．顧客番号 AND

出荷表．部品番号＝＇ 007551'AND

a
 ORDER BY顧客表．顧客番号
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解答群

ア 出荷表．出荷日＝ ’20150110'OR出荷表．出荷日＝ ’20150120'

イ 出荷表．出荷日＝ ANY('20150110','20150120') 

ウ 出荷表．出荷日 BETWEEN'20150110'AND'20150120'

工出荷表．出荷日 IN('20150110','20150120') 

こん

設問2 C社では，電子部品を単品で出荷するだけでなく，複数の篭子部品を同梱した

パッケージも出荷している。このパッケージにも一意の部品番号が割リ振られて

いる。パッケージの同梱部品の情報は，図 2に示すパッケージ表で管理されてい

る。

リコールの対象となる電子部品がパッケージにも含まれていることが判明した

ので，該当するパッケージの出荷情報も含めて表示するよう設問 1の SQL文を

変更する。次の SQL文の| b |に入れる正しい答えを，解答群の中から選

べ。ここで9 | a |には設問 1の正しい答えが入っているものとする。また，

パッケージの同梱部品にパッケージが含まれることはない。

部品表

□。号 Iスイツ：：：ュー元 ： ：： 

パッケージ表

部品番号 同梱部品 I同梱点数

009220 I 000058 I 1 

009220 I 007551 I 3 

図 2 パッケージ表の構成とデータの格納例

SELECT顧客表．顧客番号，顧客表．顧客名，

出荷表．出荷番号，出荷表．出荷日，出荷表．出荷数

FROM顧客表，出荷表

WHERE出荷表．顧客番号＝顧客表．顧客番号 AND

| b | AND 
| a | 

ORDER BY顧客表．顧客番号
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解答群

ア （出荷表．部品番号＝＇ 007551'

AND出荷表．部品番号＝ ANY

(SELECTパッケージ表同梱部品 FROMパッケージ表））

イ （出荷表部品番号＝＇ 007551'

AND出荷表．部品番号＝ ANY

(SELECTパッケ＿ジ表部品番号 FROMパッケージ表））

ウ （出荷表．部品番号＝＇ 007551'

OR出荷表．部品番号＝ ANY

(SELECTパッケージ表．同梱部品 FROMパッケージ表

WHEREパッケ＿ジ表．部品番号＝＇ 007551'))

エ （出荷表．部品番号＝＇ 007551'

OR出荷表部品番号＝ ANY

(SELECTパッケージ表部品番号 FROMパッケージ表

WHEREパッケージ表．同梱部品＝＇ 007551'))

設問 3 今回のリコールの対象となる電子部品の出荷金額の合計を表示する。次の

SQL文のIc |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。ここで，

| a |と| b |には設問1及び設問2の正しい答えが入っているものと

する。

SELECT 
I 

FROM出荷表

WHERE [ 

c
 

b
 

AS合計出荷金額

] AND 

a
 

解答群

ア AVG（出荷表．出荷金額）

イ COUNT（出荷表．出荷金額）

ウ MAX（出荷表．出荷金額）

工 SUM（出荷表．出荷金額）
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設問4 回収の対象となった出荷の情報は残したまま，再出荷に関する情報を管理する

ことができるように，表の構成を変更する。次の記述中のI Iに入れる

適切な答えを，解答群の中から選べ。

図 1及び図 2の表に回収及び再出荷の情報を追加する場合| d |に回

収日と再出荷番号の項目を追加し，初期値には NULLを設定しておき，回収対

象の場合には回収した日と再出荷時の出荷番号を設定すればよい。ただし，この

方法では既存データヘの影響が大きく，また， リコールの頻度が低い場合は効率

が悪い。

そこで，既存データに影響を与えない方法として，新たに回収表を作成して，

一意に割り振った回収番号，回収対象となった出荷の出荷番号，回収日，再出荷

時の出荷番号を格納する方法を考えた。この方法では，例えば，ある月の出荷金

額の合計を求めるとき，回収対象となった出荷の出荷金額を除いて求めたい場合

は,| e |から集計できる。

dに関する解答群

ア顧客表

eに関する解答群

ア 出荷表と回収表

ウ 部品表と回収表

イ 出荷表

オ 部品表とパッケージ表と回収表
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問4 Webサイトにおけるセッション管理に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答え

よ。

セッションとは，一連の処理の始まリから終わリまでを表す概念である。例えば，

あるショッピングサイトでは，会員がログインし，その後，商品の選択，注文，決済

など，何度も Webサイトヘのアクセスを繰り返しながら商品を購入し，最後にログ

アウトする。このときの，ログインからログアウトまでが同じ一つのセッションであ

る。

Webサイトヘのアクセスに使うプロトコルである HTTPではセッションの扱いに

ついての規定はないが， Webサイトと Webプラウザの間でセッション IDを送受信す

ることで，一連の通信を一つのセッションとして管理できる。ここで，セッション

IDとはセッションごとに割り振られた一意の文字列である。

Webサイトは，セッションの開始とともにセッション IDを生成し， Webプラウザ

に送る。 Webプラウザは， Webサイトから受信したセッション IDを含めた HTTPリ

クエストを Webサイトに送る。 Webサイトは，同じセッション IDをもつ HTTPリク

エストを，同ーセッションの一連の HTTPリクエストとみなす。 一般に，会員 IDや

選択された商品の情報などのセッションに関係する情報は， Webサイト側がセッシ

ョン IDに関連付けて管理する。

セッション IDは注意して取リ扱う必要がある。例えば，セッション IDの有効期

間をできるだけ短くしたリ，セッション IDを推測しにくい文字列にしたリ，セッシ

ョン IDの送受信を暗号化されている通信路で行ったリするなど，セキュリティ上の

リスクを抑える工夫をする。

セッション IDの送受信には，主に次に挙げる方法が用いられている。

(1) HTIPリクエストの拡張ヘッダや WebサイトがWebプラウザに送信するHTIP

レスポンスの拡張ヘッダに，クッキーの値としてセッション IDを記載する。この

とき， Webプラウザでクッキーの管理が有効になっている必要がある。

(2) HTML中のリンク先やフォームの送信先を示す URLの中にセッション IDを埋

め込む（次の例では下線の箇所）。

例：くahref="https://www.example.com/?sid＝セッションill">top</a>
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(3) HTML中のフォームでフィールド hiddenにセッション IDを埋め込む（次の例

では下線の箇所）。

例： ＜input type="hidden" name="sid" value=’'セッション ID">

設問 1 次の記述中のI Iに入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

ショッピングサイト Aでの商品購入の流れは図 1のとおリである。注文と決

済に必要な情報をセッション IDに関連付けて管理するため，ショッピングサイ

トAでは，閲覧者が1 a |にセッション IDを生成し，ログアウト時に破棄

することとした。

サイトの閲覧開始

図 1 ショッピングサイト Aでの商品購入の流れ

aに関する解答群

ア サイトの閲覧を開始したとき

ウ 商品を選択するたび

イ 商品を閲覧するたび

ェ ログインに成功したとき

設問2 セッション IDとして使う文字列として適切な答えを，解答群の中から選べ。

解答群

ア 会員 IDと同じ文字列

イ 会員 IDと通し番号を連結した文字列

ウ 十分に長いランダムな文字列

工 通し番号を示す文字列
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設問3 次に示す表は，（A)~(C)の特徴と，本文中のセッション IDを送受信する (1)~

(3)の方法の組合せを示したものである。表中のI Iに入れる適切な答え

を，解答群の中から選べ。

特徴 方法

(A) 
Webプラウザのアドレスバーに表示される URLの中にセッ

ション IDが含まれる。

(B) Webプラウザの設定次第で利用できないことがある。

(C) 
タグ<a>で指定されたリンクのクリックではセッション ID

が送信されない。

、 bに関する解答群

ア (1) イ (1) ウ (2) 工 (2) オ (3) 力 (3) 

設問4

(2) (3) (1) (3) (1) (2) 

(3) (2) (3) (1) (2) (1) 

次の記述中のl lに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

クッキーは名前と値の組であり， Webサイトと Webプラウザでそれぞれ管理

される。 Webサイトは， Webプラウザに管理させたいクッキーを， Webプラウ

ザに送信する HTTPレスポンスの拡張ヘッダに記載する。 Webプラウザは， Web

サイトから受信したクッキーを，その Webサイトに送信する HTIPリクエスト

の拡張ヘッダに記載する。

クッキーの値としてセッション IDを記載することで， Webサイトと Webプラ

ウザの間で，セッション IDを送受信することができる。

Webサイトは，HTIPレスポンスに記載するクッキーに，付加情報として送信

先ドメイン名の指示を加えることができる。これは， Webプラウザに対し，当

該ク ッキーをどのドメイン又はホスト宛ての HTIPリクエストに記載すべきか

を指示するもので，HTIPレスポンスの送信元ホスト名か，よリ上位のドメイン

名が指示されているクッキ ーだ けが有効である。例えば，ホスト

www.example.comの上位のドメインは example.comと comである。ただし，多

くの組織の上位ドメインとなる comや orgなどは有効とはみなさない。 Webプ
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ラウザは，有効でないドメイン名が指示されたクッキーを管理しない。

Webプラウザは，管理しているクッキーを，指示されたドメイン名と等しい

ホストか，よリ下位ドメインのホスト宛てに送信する HTTPリクエストに記載

する。例えば，送信先ドメイン名として， example.comが指示されているクッキ

ーは， example.comの下位ドメインのホストである，www.example.comや

www.foo.example.com宛てに送信する HTTPリクエストに記載される。

送信先ドメイン名として example.comが指示されたクッキーを

www.example.comから受け取った Webプラウザは，www.example.comの他，

www2.example.comなどの example.comの下位ドメインのホストヘ送信する

HTTPリクエストにも，当該クッキーを記載する。

クッキーを受け入れる設定であって，かつ，クッキーを一つも管理していない

Webプラ ウザから http://www.foo.example.com/index.htmlにアクセスし，その応

答として受け取った HTTPレスポンスには，表 lに挙げる名前をもつクッキー

が含まれており，それぞれに，送信先ドメイン名の指示が付加されていた。 Web

プラウザは，このうちのI c 1個のクッキーを管理する。この直後に，同

じWebブラウザから http://www.bar.example.com/index.htmlにアクセスするとき

にHTTPリクエストに記載されるクッキーは,| d |である。

cに関する解答群

ア 1

dに関する解答群

ア cl

表 1 クッキーの名前と送信先ドメイン名の指示

名前 送信先ドメイン名の指示

cl example.com 

c2 foo.exarnple.com 

c3 w四 ．foo.example.com

c4 w四．example.com

c5 www.bar.example.com 

イ 2 ウ 3 エ 4 オ 5

イ clとc2 ウ clとc5 工 c4とc5 オ c5
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問5 決定表を用いた注文機能の設計に関する次の記述を読んで，設問 1,2に答えよ。

T社は，スポーツ用品の小売業者である。このたび，店舗での販売だけでなく， 会

員制の Webサイトを構築し，インターネット販売を開始することにした。

情報システム部に所属する A さんは，注文機能を構成する処理の一つである，注

文確定をさせる前の処理（以下，注文確定前処理という）の設計を担当している。注

文機能の流れを，図 1に示す。

注文情報入力処理

注文確定前処理

注文確定処理

＇ ' 
＇ 
＇ 
＇ 
:---{!文確定前処理の入カファイル

＇ ------------------' 

図 1 注文機能の流れ

注文確定前処理は，注文情報入力処理（以下，入力処理という）で注文情報の入力

が完了した後に呼び出される。注文情報と，入カファイルの情報を参照して，注文確

定可否のチェック，注文額の計算などを行う。注文確定前処理において，エラーがな

い場合は注文確定処理（以下，確定処理という）へ進み，エラーがある場合は入力処

理に戻る。

注文情報を表 1に，注文確定前処理が参照する入カファイルの主な項目を表 2に示

す。

国

後
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表 1 注文情報

項目 項目の説明

希望納期 会員が配達を希望する日付

届け先情報1) 商品の届け先情報（宛名，郵便番号，住所，霞話番号）

請求先区分 1〉 請求先の選択項目(“届け先と同じ”,“指定する”)

請求先情報 請求醤の送付先情報（宛名，郵便番号，住所，電話番号）。請求先区分が ‘‘指定する”の

場合は入力項目であり， “届け先と同じ”の場合は入力不可項目となる。

購入対象商品 I) 会員が，購入対象として選んだ商品の商品コードと，注文した数。 1回の注文で， 1~ 10 
件が指定できる。

注 1) 必須入力項目である。

表 2 注文確定前処理が参照する入カフ ァイルの主な項目

ファイル 主な項目

会員情報ファイル
会員番号，会員名，郵便番号，住所，電話番号， Eメールアドレス，

累計購入額，会員区分

商品ファイル 商品コード，商品名，単価

在庫ファイル 商品コード，倉庫コード，在庫数

注記 下線付きの項目は主キーを表す。

〔注文確定前処理の概要］

次の(1)~(8)を順に処理する。ただし，処理中にエラーを検出した場合は，該当す

るエラーメッセージを表示して入力処理に戻る。エラーを検出しなかった場合は，注

文確定情報として確定処理に受け渡す。

(1) 必須入力項目の入カチェックを行い，未入力の項目がある場合は，必須項目未

入カエラーとする。

(2) 希望納期が未入力の場合は，注文確定前処理を実行している 日 （以下，処理日

という）の 1週間後の日付を希望納期として設定する。

(3) 希望納期が処理日以前の場合は，項目関連エラーとする。

(4) 請求先区分が ‘‘指定する”であって，請求先情報が未入力である場合は，項目

関連エラーとする。

(5) 請求先区分が“届け先と同じ”である場合は，請求先情報に，届け先情報と同

じ値を設定する。

(6) 購入対象商品の全てについて，在庫ファイルから在庫数を取得する。

(7) 在庫数が，注文を受けた数（以下，注文数という）よりも少ない商品が存在す
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る場合は，在庫不足エラーとする。

(8) 購入対象商品の全てについて，在庫ファイルの在庫数を更新し，注文額及び

①割引額を計算する。

Aさんは，注文確定前処理の設計に当たって，決定表を用いて仕様を整理した。注

文確定前処理の決定表の一部を表3と表 4に示す。

表 3 注文確定前処理の決定表（一部）

注文確定前処理（入力情報整合性チェック）

全ての必須入力項目が入力されている Y Y Y Y y Y Y N 

条 I a l Y Y Y Y N N N 

件 I b l Y Y Y N 

部 l C I y Y N Y Y N 

l d l Y N Y N 

必須項目未入カエラーメッセージを表示する X 

動
希望納期に処理日の 1週間後の日付を設定する X X X 

作 項目関連エラーメッセージを表示する X X ＇ X 

部 請求先情報に届け先情報と同じ値を設定する X e X 

在庫数を取得して表 4を処理する X X X 

注記 決定表の条件部の条件の組合せと，それに対応する動作部の組みを，規則という。条件部

に記載した条件の間の関係は，論理積 (AND)であリ，上から順に条件が評価される。“y"

は条件が真， ‘‘N" は条件が偽，“—’'は真偽に関係ないこ と を表す。 動作部の “X’' は条件が

全て満たされたとき記述された動作を実行することを，“-’'は実行しないことを表す。動作

部は上から順に動作を実行する。

表 4 注文確定前処理の決定表（一部）

注文確定前処理（在庫確認，更新及び注文額・ 割引額の計算）

条件部 在庫数＜注文数 Y N 

動作部 在庫不足エラーメッセージを表示する X 

在庫ファイルを更新し，注文額及び割引額の計算を行う X 
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設問 1 表 3の注文確定前処理の決定表（一部）中のI Iに入れる正しい答え

を，解答群の中から選べ。

a~dに関する解答群

ア希望納期＞処理日 イ希望納期二処理日

ウ希望納期が入力されている エ希望納期が未入力である

オ請求先区分が“指定する”である 力 請求先区分が“届け先と同じ”である

キ請求先情報が入力されている ク 請求先情報が未入力である

胃
力

冑
才

ロロロ
工

ロ
ウ

口
イ

群答解

謬
言

関こ

ア

9
ー（e

 

設問2 〔注文確定前処理の概要〕の下線①の割引額について説明する。 T社では，

会員を無料会員と有料会員に分類（以下，会員区分という）している。年会費

5,000円を支払って有料会員になると，無料会員よりも優遇された割引サービス

を受けることができる。割引サーピスとは，直近 1年間の累計購入額（以下，累

計購入額という）に応じて，注文時の注文額に一定の割引率を適用して割リ引い

たものを購入額としたリ，送料を無料としたりするサービスである。

なお，累計購入額の算出に当たっては，過去の購入実績だけを対象とする。 T

社の割引サービスを表 5に示す。
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条

件

部

動

作

部

表 5 T社の割引サーピス

会］：｀額
10万円未満 10万円以上20万円未満 20万円以上

無料会員
• なし ・注文額から 10％を割リ引く ・注文額から 15％を割り引く

・送料無料

有料会貝
・注文額から 10％を割リ引く ・注文額から 15％を割リ引く ・注文額から 20％を割リ引く

・送料無料 ・送料無料

表 6は，表 5で示した割引サービスの要件を整理するために作成中の決定表で

あリ，動作部は未記入である。 Aさんは，この決定表から発生し得ない無効な条

件の組合せを抽出し，決定表から削除することによって，テストケースの設計に

も活用したいと考えている。表 6の決定表において，削除できる規則は幾つある

か，正しい答えを，解答群の中から選べ。

表6 割引サーピスの要件を整理するために作成中の決定表

無料会員である

累計購入額く10万円

10万円；；；；累計購入額く20万円

累計賂入額 ~20 万円

注文額から 10％を割リ引く

注文額から 15％を割り引く

注文額から 20％を割リ引く

送料無料

解答群

ア 6

力 11

イ 7

キ 12

Y Y 

Y Y 

Y Y 

Y N 

割引サービスの選択

Y Y Y Y 

Y y N N 

N N y Y 

Y N Y N 

ウ 8
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Y Y N N N N 

N N Y Y Y y 

N N Y Y N N 

Y N Y N Y N 

エ 9

N N N 

N N N 

Y Y N 

Y N Y 

オ 10

N 

N 

N 

N 



問6 プロジェクトの見積りに関する次の説明を読んで，設問1~3に答えよ。

P社は，得意先であるQ社の業務システム開発を受託した。今回は，前回開発した

システムの機能拡張であリ，前回と同じメンバによるプロジェクトチーム （以下，チ

ームという）が開発を担当することになった。

〔プロジェクトの概要〕

(1) このチームの工程別の生産性基準値は，表 1のとおりである。

表 1 工程別の生産性基準値

工程

生産性 (kステップ／人時）

設計

0.05 

プログラミング Iテスト

0.1 I 0.1 

(2) メンバの総数は 5人である。

(3) 各メンバの 1日の作業時間は 8時間， 1週間の作業日数は 5日である。また，メ

ンバの生産性は，全員等しいとする。

(4) 各工程の途中段階で開発規模の再見積りを行い，各工程の分担を見直すことに

する。

設問 1 設計工程及び設計工程での再見積り後の予測に関する次の記述中のI | 

に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

設計工程に着手する前の時点（以下，当初という）に見積もった開発規模は，

100kステップであった。当初の見積り規模及び表 1に示す生産性基準値から算

出した設計工程の所要工数は, | a 1人時である。

設計工程では，当初の見積リ規模を基に，メンバ全員が設計を均等に分担して，

全員が同時に設計を開始した。第 1週から第 8週まで，全員が毎週 40時間を消

費した。設計が進んだ結果，各メンバが分担している開発規模が均等でないこと

が判明した。

現在は設計工程の第 8週末の時点であリ，現在の設計進捗率を基に開発規模の

再見積リを行った。再見積り後の開発規模は| b |kステップであり，設計
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～テス ト工程の総工数は| c 1人時となる。第 9週以降もこのままの分担

で設計を続けた場合，各メンバの設計終了までに要する予測時間は，表 2のとお

リである。

表 2 第8週末の進捗率と第 9週以降の各メンバの予測時間 （週単位）

メンバ名

aに関する解答群

ア 1,000

bに関する解答群

ア 102

cに関する解答群

ア 4,080

A 

B 

C 

D 

E 

全体

進捗率

（％） 9週

80 40 

約 73 40 

約 89 40 

約 70 40 

約 76 40 

約 77 200 

イ 1,500

イ 104

イ 4,160

各週の予測時間（時）

10週 11週 12週

40 

40 40 

40 40 20 

40 20 

160 100 20 

ウ 2,000 エ 2,500

ウ 106 エ 108

ウ 4,240 エ 4,360

設問 2 第 8週末時点での進捗に関する次の記述中のI Iに入れる適切な答えを，

解答群の中から選べ。

表 2から,| d |の設計工数が当初の計画値を超えている。このままの分

担で継続すると納期に遅延が生じるので，第 9週以降の作業分担について見直し

を行うことにした。

dに関する解答群

ア B及びDの 2人

ゥ c以外の 4人
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設問3 各メンバの開発に掛かるエ数が均等になるように，第 9週以降の作業分担の見

直し案として次の二つの案を考えた。残リの設計の途中で設計変更が発生するリ

スクの影響を考慮して，どちらの案を採用するかを検討したい。ここで，設計変

更が発生しても開発規模は変わらないものとする。評価として誤っている答えを，

解答群の中から選べ。

第 1案は，残りの設計を表 2に示した当初の分担のまま実行し，各メンバが設

計を終了し次第，プログラミングに着手する。このとき，再見積り後の開発規模

を基に全員のプログラミングの終了日がそろうようにプログラミングの分担を割

リ振る。かつ，テストの分担は全員が均等になるように割り振る。

第 2案は，全員の設計の終了日がそろうように残リの設計の分担を割リ振る。

かつ，プログラミングとテストの分担もそれぞれ全員が均等になるように割リ振

リ，全員のプログラミングの開始日及び終了日をそろえる。

解答群

ア 設計変更が発生しなかった場合，プログラミング工程の終了日は第 1案の方が第

2案よリも早くなる。

イ 設計変更が発生した場合，第 1案では，設計工程のコスト増及びスケジュール遅

延だけでなく，その影響で，既に着手していたプログラミングの手戻リなどが発生

して，プログラミング工程のコスト増が発生する可能性がある。

ウ 設計変更が発生した場合，第 2案では，設計工程のコスト増及びスケジュール遅

延は発生するが，その影響で，プログラミング工程のコスト増は発生しない。
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問 7 新システム稼働による業績改善に関する次の記述を読んで，設問 1,2に答えよ。

消費財メーカの Z社は，営業支援とコスト管理のための新システムを開発している。

z社には五つの事業部があり，各事業部の 2015年度の売上高と営業利益の見込みは

表 1のとおリである。各事業部は， 2016年度初日からの新システム稼働によって，

2016年度に表 2の業績改善を期待している。ここで，営業利益率は売上高に対する営

業利益の比率である。

z社は，表1,2を基に，各事業部の 2016年度の業績について予想することにした。

ここで， 2016年度の売上高と営業利益が2015年度から変動する要因は，新システム稼

働による業績改善だけとする。

表 1 各事業部の 2015年度の売上高と営業利益の見込み

単位億円

事業部 売上高 営業利益

p 180 14 

Q 100 12 

R 60 1 

s 50 4 

T 10 -1 

合計 400 30 

表 2 各事業部の 2016年度に期待する業績改善（対 2015年度）

事業部 売上高 利益の改善

p 影響なし 営業利益を 10％増加

Q 5％増加 営業利益率を維持

R 10％増加 営業利益を 20％増加

s 影響なし 営業利益率を 10％に引上げ

T 50％増加 営業利益を 3億円増加

国

後
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設問 1 2016年度の業績の予想に関する次の記述中のI Iに入れる適切な答えを，

事業部

p 

Q 

R 

s 

T 

合計

解答群の中から選べ。

表1,2を基に各事業部の 2016年度の売上高と営業利益を予想した結果，及び

売上高の事業部構成比と各事業部の営業利益率を表3に示す。

表 3 各事業部の売上高と営業利益

2015年度 2016年度

売上高 構成比 営業利益 営業利益率 売上高 構成比 営業利益 営業利益率
（億円） （％） （億円） （％） （億円） （％） （億円） （％） 

180 45.0 14.0 7.8 180 43.3 

100 25.0 12.0 12.0 12.6 12.0 

60 15.0 1.0 1.7 1.2 1.8 

50 12.5 4.0 8.0 50 12.0 

10 2.5 -1. o -10.0 2.0 13.3 

400 100.0 30.0 7.5 416 100.0 36.2 8.7 

注記網掛け部分は表示していない；

営業利益率は小数第2位を四捨五入している。

表 3から，新システム稼働による売上商への効果は， 16億円を期待できる。ま

た， 2015年度から 2016年度に掛けて売上高の増加額が最も 大 きいのは

| a |事業部である。 2015年度と 2016年度それぞれの売上高の事業部構成

比を多重円グラフに表すと，図 1のとおりになる。ここで，多重円グラフの内側

が2015年度の構成比，外側が2016年度の構成比である。

| b | 
□P事業部 [III]Q事業部 E]R事業部 ・,S事業部 仁］T事業部

図 1 2015年度と 2016年度の売上高の事業部構成比

表 3から， 2016年度の期待する営業利益率が最も大きいのは,| c |事業

部である。また， 2016年度の各事業部の期待する営業利益をパレート図に表すと，

図2のとおリ になる。
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| d | 

図 2 2016年度の各事業部の営業利益（パレート図）

a, Cに関する解答群

ア P イQ ウ R 工 S オ T

bに関する解答群

ァ ィ

ゥ 工

dに関する解答群

％ ％ 

ア 100 イ 100 

80 80 

60 60 

40 40 

20 20 

゜ ゜p Q s T R p Q s T R 

％ ％ 

ゥ 100 
工 100 

80 80 

60 60 

40 40 

20 20 

゜ ゜p Q T s R p Q T s R 
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設問 2 Z社では，現在開発している新システムの稼働開始が遅延するリスクと，期待

している効果が見込みよりも小さくなるリスクを考慮して，2016年度の業績を予

想することにした。確率を考慮した業績の予想に関する次の記述中のI | 

に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

z社が想定した，新システムが稼働する時期と効果の実現度合いは，図3に示す

決定木のとおリである。

新システムが2016年度初日から 70% 期待どおリの効果が実現する
70% 稼働する ....rヽ—

30% 期待の80％の効果が実現する

新システムが2016年度下半期 70% 期待の50％の効果が実現する
20% 初日から稼鋤する 、r¥_」

30% 期待の40％の効果が実現する

新システムが2016年度中には
10% 稼働しない

〈 100% 2016年度には効果が出ない

注記 0は機会事象ノードを， ●は終端ノードを示す。

図3 新システムが稼働する時期と効果の実現度合いに関する決定木

図 3から，新システムが予定どおリ 2016年度初日から稼働して，期待どおリの

効果を実現する確率は, | e |。

同様に，新システムが稼働する時期と効果の実現度合いそれぞれの確率を考慮

すると， 2016年度の事業部の売上高合計の期待値を千万円の単位で四捨五入した

額は,| f |億円になる。
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eに関する解答群

ア 50％を上回る

イ 70％以上である

ウ 期待どおリの効果が実現できない確率よリも低い

工 期待の 40％以下の効果しか実現しない確率よリも低い

才 期待の 50％以下の効果しか実現しない確率の 2倍以上である

fに関する解答群

ア 300 イ 312 ウ 404 エ 408
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次の問 8は必須問題です。必ず解答してください。

問8 次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

〔プログラムの説明〕

関数 BMMatchは， Boyer-Moore-Horspool法（以下， BM法という）を用いて，文

字列検索を行うプログラムである。 BM法は，検索文字列の末尾の文字から先頭に

向かって，検索対象の文字列（以下，対象文字列）と 1文字ずつ順に比較していく

ことで照合を行う。比較した文字が一致せず，照合が失敗した際には，検索文字列

中の文字の情報を利用して，次に照合を開始する対象文字列の位置を決定する。

のようにして明らかに不一致となる照合を省き，高速に検索できる特徴がある。

こ

(1) 対象文字列を Text[],検索文字列を Pat[]とする。 ここで，配列の添字は 1か

ら始まり，文字列 Text[]のi番目の文字は Text[i]と表記される。Pat[]につい

ても同様にi番目の文字は Pat[i]と表記される。また，対象文字列と検索文字列

は，英大文字から構成される。

例えば，対象文字列 Text[]が “ACBBMACABABC",検索文字列 Pat[]が “ACAB"

の場合の例を図 1に示す。

Text[] 

Pat[] 

(2) 

列を移動するが，

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

[AICIBIBIMIAICIAIBIAIBIC 

1 2 3 4 

| A | c | A | B | 
図 1 対象文字列と検索文字列の格納例

関数 BMMatchでは， 照合が失敗すると，次に照合を開始する位置まで検索文字

その移動量を格納した要素数 26の配列 Skip[]をあらかじめ作

成しておく。 Skip[l]に文字 ‘‘A"に対応する移動量を， Skip[2]に文字 “B"に対

応する移動量を格納する。 このように， Skip[l]~Skip[26]に文字 “A"~“Z"
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に対応する移動量を格納する。ここで，検索文字列の長さを Patlenとすると，移

動量は次のようになる。

① 検索文字列の末尾の文字 Pat[Patlen]にだけ現れる文字と，検索文字列に現

れない文字に対応する移動盈は， Patlenである。

② 検索文字列の Pat[l]から Pat[Patlen- 1]に現れる文字に対応する移動量

は，その文字が，検索文字列の末尾から何文字目に現れるかを数えた文字数か

ら 1を引いた値とする。ただし，複数回現れる場合は，最も末尾に近い文字に

対応する移動呈とする。

(3) 図 1で示した Pat[]の例の場合，次の①～④に示すように， Skip[]は図 2のと

おリになる。

① 文字 “A’'は検索文字列の末尾から 2文字目 (Pat[3])と 4文字目 (Pat[l])

に現れるので，末尾に近い Pat[3]に対応する移動量の 1(=2-1)となる。

② 文字 “B’'は検索文字列の末尾の文字にだけ現れるので，移動嚢は Patlen

(=4)となる。

③ 文字 “C’'は検索文字列の末尾から 3文字目 (Pat[2])に現れるので，移動

量は 2(=3-1)となる。

④ “A", "B’'及び ‘‘C"以外の文字については検索文字列に現れないので，移

動籠は Patlen(=4)となる。

1 2 3 4 

Pat[]~ 

1 2 3 4 5 6 • • • 25 26 

Sk ip[]~ 

図2 図 1の格納例における Skip[]の値
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(4) 図 1の例で照合する場合の手順は，次の①～⑨となリ，その流れを図 3に示す。

この例では， Patlen= 4なので，検索文字列の末尾の文字は Pat[4]である。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

Text[]=  

Pat[] 

図3 図 1の場合の照合手順

① Text[4]とPat[4]を比較する。Text[4]とPat[4]は同じ文字 “B"である。

② Text[3]とPat[3]を比較する。 Text[3]の “B’'とPat[3]の “A’'は異なる文

字である。

③ ①で検索文字列の末尾の文字 Pat[4]と比較した Text[4]を基準に，Text[4]

の文字 “B"に対応する移動呈である Skip[2]の値4だけ Pat[]を右側に移動し，

Text[8]とPat[4]の比較に移る。

④ Text[8]とPat[4]を比較する。 Text[8]の “A"とPat[4]の “B’'は異なる文

字である。

⑤ ④で検索文字列の末尾の文字 Pat[4]と比較した Text[8]を基準に， Text[8]

の文字 “A"に対応する移動蘊である Skip[1]の値 1だけPat[]を右側に移動し，

Text[9]とPat[4]の比較に移る。

⑥ Text[9]とPat[4]を比較する。 Text[9]とPat[4]は同じ文字 “B"である。

⑦ Text[8]とPat[3]を比較する。 Text[8]とPat[3]は同じ文字 “A"である。

⑧ Text[7]とPat[2]を比較する。Text[7]とPat[2]は同じ文字 “G"である。

⑨ Text[6]とPat[1]を比較する。 Text[6]とPat[l]は同じ文字 “A"である。

⑥～⑨の比較で，対象文字列 Text[]の連続した一部分が検索文字列 Pat[]に完

全に一致したので，検索は終了する。
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〔関数 BMMatchの引数と返却値〕

関数 BMMatchの引数と返却値の仕様は，次のとおりである。

引数名／返却値 データ型 意味

Text[] 文字型 対象文字列が格納されている 1次元配列

Textlen 整数型 対象文字列の長さ (1以上）

Pat[] 文字型 検索文字列が格納されている 1次元配列

Patlen 整数型 検索文字列の長さ (1以上）

対象文字列中に検索文字列が見つかった場合は， 1以上

返却値 整数型 の値を返す。

検索文字列が見つからなかった場合は， ー1を返す。

関数 BMMatchでは，次の関数 Indexを使用する。

〔関数 Indexの仕様〕

引数にアルファベット順で n番目の英大文字を与えると，整数 n(l~ n~26) を返

却値とする。

〔プログラム〕

0整数型関数： BMMatch（文字型： Text[],整数型： TextLen, 

文字型： Pat［］，整数型： Patlen)

0整数型： Skip[26], PT ext, PPat, Plast, I 

Iば＇IP｛ぶ26t::::c:J

Iば＇IP{In]」霜叫:...,C:E:J
ャ・

• Plast← Patlen 
, Plast ~ Textlen 

• PText← Plast 

• PPat← Patlen 
, Text[PText] = Pat[PPat] 

: [Pa:et:r; (PText) 

• PText← PText - 1 
• PPat← PPat - 1 

ヽ

“ 
B
 

• Plast← Plast + Skip[Index(Text[Plast])] 

国

後

． 
• return (-1) 
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設問 1 プログラム中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

a, bに関する解答群

ア

工 P゚atlen 

イ

オ

Patlen 

Patlen -

ウ

カ
Patlen - ー

設問2 次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

図 4のように， Text[] (こ “ABCXBBACABACADEC", Textlenに 16, Pat[]に

"ABAC", Patlenに 4を格納し， BMMatch (Text[], Textlen, Pat[], 

プログラムが終了するまでに aは| c 1回実行され，

またこの場合，関数 B幽atchの返却値は| e | 

Patlen) 

を呼び出した。 Bは

| d |回実行される。

である。

Text[] 

Pat[] 

13 14 15 16 

l A | D | E |c 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 

JxiBIBIAICIAIBIAlc 

3

c

 

2

B

 

1

A

 

1 2 3 4 

| A | B | A | c | 

図 4 対象文字列と検索文字列

c~eに関する解答群

ア

カ
3

8

 

ィ

キ

4

9

 

ウ

ク 〇

5

1

 

工 ォ

ケ ー

6

1

 
コ 2

 

7

1
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設問3 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。ここ

で，プログラム中のIa |と| b |には正しい答えが入っているも

のとする。

関数BMMatch中のYの処理を

I: Patlen - 1, I ~ 1, -1 

に変更した場合，関数 BMMatchは| f |。

fに関する解答群

ア 対象文字列中に，検索文字列が含まれていないのに， 1以上の値を返す場合が

ある

イ 対象文字列中に，検索文字列が含まれているのに， ー1を返す場合がある

ウ 正しい値を返す
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次の問9から問 13までの 5問については，この中から 1問を選択し，選択した問題に

ついては，答案用紙の選択欄の項しをマークして解答してください。

なお， 2問以上マークした場合には，はじめの 1問について採点します。

問9 次の Cプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1,2に答えよ。

＇ 
〔プログラムの説明〕

入退室が制限されているエリア（以下，制限エリアという）の入退室の状況を記録

したファイルを読み込んで，入退室状況を印字するプログラムである。

x社では， ICカードを用いた入退室システムを導入して，制限エリアの入退室を

管理している。図 1に， X社の制限エリアのレイアウトを示す。 ドアは 5か所（ドア

番号 11, 12, 21, 22, 31)あリ，各ドアの内外にカードリーダが設置されている。

入室時と退室時には，カードリーダに ICカードをかざしてドアを開錠する。各ドア

のカードリーダに ICカードをかざす都度，その入退室の状況を記録した 1行の入退

室レコ ー ドが入退室ログに習き込まれる。

制限エリアには，機密度に応じたレベルが設定されている。レベルは，外部からそ

の部屋へ入るまでに開錠して通過する必要があるドアの数で表す。 ドア番号は， 10

の位がレベルを表す。入退室できるレベルは， ICカードごとに設定されている。

21 

システム課オフィス

（レベル 1)

マシンルーム 1 
． 

（レベル2) 31 

ライプラリ

（レベル3)

, ・ 
＇ 

竺
11 外部（レベルO) 12 

図 1 X社の制限エリアのレイアウト

(1) 入退室レコードは33桁の固定長の文字列で，次に示す項目から成る。

項目名

桁数

カードID

4桁

日付 時刻

4桁：2桁：2桁12桁：2桁：2桁
ドアー
2桁 1桁 1桁

名前

10桁

改行

1桁

データ例 I S001 12015: 10: 18 I 09: 00: 00 11 I I A I Sys Op Lib I ¥n 
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① カード IDは， ICカードを識別する IDであり，英数字から成る。

② 日付と時刻は，カードリーダに ICカードをかざした日付と時刻である。

③ 入退は， “I"（入室）又は “O"（退室）である。

④ 可否は， “A"（開錠）又は “R"（拒否）である。

⑤ 名前は， ICカードの使用者を識別する名前であり，英数字と空白から成る。

⑥ レコードの終端には，改行文字が付いている。

(2) 入退室ログから印字したい日付．時間帯の入退室レコードを抽出し，カード ID,

日付及び時刻（先頭の 18桁）で昇順に整列したファイルを Access.Logとする。図

2に， Access.Logのレコードの例を示す。
Ii・

 

s001:201510,s:090000:11:1:A:Sys Op Lib 

s001:20151018:091004:21:1:A:Sys Op Lib 
I I I I 

S001120151018:092008131 IIリ¥ISysOp Lib 
I I I I 

s001:201510,s:093012:31:o:A:Sys Op Lib 
I I I I 

s001,201510181094016121101A1Sys Op Lib 
I I I I 

s001:201510,s:095020:11:o:A:Sys Op Lib 
I I I I 

V001120151018, 110048,12,I,A,V is i tor 01 
I I I I 

v001 :201510rn:111052:22:1 :R:v is i tor 01 

v001:2015101s:1120ss:12:o:A:vi si tor 01 

注記破線は項目の区切リを示す。

改行文字は表示していない。

図 2 Access.Logのレコードの例

(3) Access. Logから読み込んだ 1レコードごとに，カード ID,名前，日時， ドア番

号，入退，可否から成る 1行を，図 3に示す様式で印字する。日時以降の項目は，

ICカードをかざしたドアのレベルに応じて 19,39, 59桁目のいずれかから印字する。

1... 

カード ID名前

19... 

レベル 1

39... 

レベル2

59... 

レベル 3

S001 Sys Op Lib 10-18 09:00 11 IN 

10-18 09: 10 21 IN 
10-18 09:20 31 IN 

10-18 09:30 31 OUT 

10-18 09:40 21 OUT 

10-18 09:50 11 OUT 

V001 Visitor 01 10-18 11 :00 12 IN 
10-18 11:10 22 (R)IN 

10-18 11:20 12 OUT 

注記 見出し行は，あらかじめ印字されているものとする。

図 3 図2のレコー ドの例を用いた印字結果
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＇ 

① カード ID及び名前は，同ーカード IDが続くとき，先頭の行だけに印字する。

② 日時は，‘‘月一日時：分”の形式で印字する。

③ 入退は， “I"なら “IN"と， ‘‘O"なら “OUT"と印字する。

④ 可否は， “A"なら何も印字せず， ‘‘R"なら “IN"又は “OUT"の直前に

“(R)” を印字する。

(4) ライプラリ関数 strcmp(s1, s2)は，文字列 s1と s2を比較し， s1< s2のとき

負の値を， s1= s2のとき 0を， s1> s2のとき正の値を，それぞれ返す。また，ラ

イプラリ関数 strcpy(s1, s2)は，文字列 s2をs1に複写する。

〔プログラム〕

#include <stdio.h> 

#include <string.h> 

FILE *logfile; 

int logEOF = 0; 

char cardID[5] = "----", date[9] = "--------", time[7] = "------", 

door[3] = "--", di r[2] = "-", act[2] = "-", 

name[11] = "----------"; 

① → char lastID[5] = "----"; 

void get Record(); 

② → void putRecord(); 

void main() { 

logFile = fopen("Access.Log", "r"); 

getRecord(); 

while (logEOF != EOF) { 

③ → putRecord(); 

④ → getRecord(); 

⑤ → 

fc lose(logF i le); 

void getRecord() { 

if (fscanf(logFi le, "%4c%8c%6c%2c%1c%1c%10c¥n", 

cardID, date, time, door, dir, act, name)== EOF) 

こニコ；
／＊ファイルの終わりに達したとき fscanfは EOF（負の整数定数）を返す＊／
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void putRecord() { 

int putSpace; 

if (strcmp(cardlD, lastID) == 0) 

printf("%18s", 

else { 

printf("¥n%4s 

l b 

,, "); 
＇ 

⑥ → 

⑦→  

⑧ →  

%10s ", card ID, name); 

］ ； 

putSpace = L___s 
wh i le (0 < putSpace--) 

printf("%20s", " "); 

•I ―

―

 

＇ printf("%.2s-%.2s %.2s:%.2s %2s ", 
date+4, date+6, time, timet2, door); 

if (strcmp(act, "R") == 0) printf("%s", "(R)"); 

if (strcmp(dir, "I")== 0) printf("%s¥n", "IN"); 

else printf("%s¥n", "OUT"); 

設問 1 プログラム中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選ぺ。

a, bに関する解答群

ア cardID = lastID 

ウ logEOF = 0 

才 strcpy(cardlD, ” ") 

キ strcpy(last ID, " ") 

cに関する解答群

ア door[0]-'0' -1 

ウ door[0]-'0'+ 1 

イ lastID= cardID 

工 logEOF= EOF 

カ strcpy(cardID, lastID) 

ク strcpy(lastID, cardID) 

イ door[0]-'0' 

工 door[0]-'3' 
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設問2 次の記述中の I Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

＇ 

プログラムを変更して，入退室順序の整合性を検査する処理を追加する。

各入退室者は，最初は外部（レベル 0)にいて，最後は外部に出るものとする。

正しく入退室していれば，制限エリアのレベルは 0から始まリ， ドアを通過する

都度， レベルが 1ずつ変化し，最後は0に戻るはずである。しかし，抽出した日

付．時間帯よりも前（後）に入室（退室）している場合や， ICカードをかざさ

ずに人の後についてドアを通過した場合などには，順序の不整合が起きる。

なお，カードリーダに ICカードをかざしてドアが開錠した場合は，必ず入退

室するものとする。

(1) 順序の不整合が起きた場合は，本来入退室の記録があるべき行のレベル 1

の印字位置に “*****Levelx-->y’'と印字する。これは，入退室者がこの前後

にレベルxからyへ移動したはずであるが，その記録がないことを意味する。

(2) 図 4に，不整合がある入カレコードの例を示す。図 4のレコードを用いて

変更後のプログラムを実行すると，印字結果は，図 5のようになる。

T00112015101811000241111!1A1Test Use 1 
I I I I 

I I I I 

T0011201510181102028'311l1A1Test Use 1 ,-,-, I 
I I I I 

r001:2015101a:104032:21:o:A:rest Use 1 

注記破線は項目の区切リを示す。

改行文字は表示していない。

図4 不整合がある入カレコードの例

1 ... 

カード ID名前

19... 

レベル 1

39... 

レベル2

59... 

レベル3

T001 Test Use 1 10-18 10:00 11 IN 

***** Leve l 1--〉2
10-18 10:20 31 IN 

***** Level 3-->2 

10-18 10:40 21 OUT 

***** Leve l 1--〉0

注記 見出し行は，あらかじめ印字されているものとする。

図 5 不整合がある入カレコードの例（函 4)のときの印字結果
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プログラムを，次のように変更する。

(1) プログラムに，次の文を追加する。

追加位置 追加する文

行①の直後 int Level = 0; 

行②の直後 void checkleve l (); 

void clearlevel(); 

I d lの直後 checkleve l (); 

I e Iの直後 c Lear Level(); 

注記 levelは，入退室者が現在いる制限エリアのレベルを

表す変数である。

I
I
 (2) プログラムの末尾に，次の二つの関数を追加する。

void checkleve l () 

int afterlevel, beforelevel, doorlevel; 

door Level = door[0] -'0'; 
beforeLeve l = door Level; 
afterLeve l = doorLeve l; 
if (strcmp(dir, "I")== 0) 

beforeLevel = doorLevel -1; 

else 

afterLevel = doorLevel -1; 

if (strcmp(act, "R") == 0) 
afterlevel = beforeLevel; 

if (level != beforeLevel) 

printf("***** Level %d-->%d¥n%18s", 

| f ||--て
level = afterLevel; 

], " "); 

void clearlevel() 

if (logEOF == EOF 11 (strcmp(cardID, lastID) != 0)) 

if (Level〉0){ 

printf("%18s***** Level %ct--〉0¥n"," ", level); 

level = 0; 
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d, eに関する解答群

ア行③

工行⑥

イ行④

オ行⑦

ウ行⑤

カ行⑧

＇ 

f, gに関する解答群

ア afterlevel

ウ doorlevel

イ beforeleve l 

工 Level
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問10 次のCOBOLプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問1,2に答えよ。

〔プログラムの説明〕

D社では，ある製品の満足度を調ぺるために，アンケート調査を実施し，得られた

1,000件の回答をアンケート結果ファイルに登録した。このプログラムは，アンケー

ト結果ファイルを読み込み，集計結果をグラフで表示する。

(1) アンケート結果ファイルは，図1に示すレコード様式の順ファイルである。

で I 価門：足度 1 機日：足度 1デザイ1ば満足度

図1 アンケート結果ファイルのレコー ド様式

① 回答IDは，一意に割り振られた0001~1000の番号である。

② 価格満足度，機能満足度及びデザイン満足度は，それぞれの満足度の高から低

を5~1の5段階で評価したものである。

＇ 
(2) 集計した満足度の分布をヒストグラムで表示する。図2に集計結果の表示例を示

す。

① 価格 (Price），機能 (Function)及びデザイン (Design)の各項目のヒストグ

ラムを並べて表示する。

② 各ヒストグラムは，項目名の行と満足度,5~1の行の6行から成る。

③ 各満足度の行は，満足度の値，その満足度の選択数，選択数を長さで表す横棒

の順に表示する。

④ 選択数は，値が0の場合以外は先行する数字0を除いて，値が0の場合は 1桁

の数字0を，右寄せで表示する。

⑤ 横棒は，選択数20ごとに記号“*”を一つ用いて表示する。選択数が20に満

たない端数は切リ捨てる。
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＇ 

Price 

5 69 *** 
4 255 ************ 
3 378 ****************** 
2 229 *********** 
1 69 *** 
Fu net ion 

5 59 ** 
4 238 *********** 
3 381 ******************* 
2 258 ************ 
1 64 *** 
Design 

5 81 **** 
4 244 ************ 
3 362 ****************** 
2 245 ************ 
1 68 *** 

図2 集計結果の表示例

〔プログラム〕

（行番号）

1 DATA DIVISION. 
2 FILE SECTION. 
3 FD ANS-FILE. 
4 01 ANS-REC. 
5 02 ANS-ID PIC 9(4). 
6 02 ANS-SATIS OCCURS 3. 
7 03 ANS-VAL PIC 9(1). 
8 WORKING-STORAGE SECTION. 
9 77 S-PRICE PIC 9 (1) VALUE 1. 
10 77 S-FUNCTION PIC 9(1) VALUE 2. 
11 77 S-DESIGN PIC 9(1) VALUE 3. 
12 77 ANS-FLAG PIC 9(1) VALUE 0. 
13 88 ANS-EOF VALUE 1. 
14 01 HIST-REC. 
15 02 HIST-VAL 
16 02 

17 

PIC 9(1). 

PIC X(1) VALUE SPACE. 

PIC~. 
PIC X(1) VALUE SPACE. 
PIC X(50). 

02 HIST-NUM 

18 02 
19 02 HIST-PLOT 
20 01 CNT-REC. 
21 02 CNT-SATIS 
22 03 CNT-VAL 
23 04 CNT-NUM 

OCCURS 3. 
OCCURS 5. 
PIC 9(4) VALUE 0. 
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24 77 PLOT-NUM PIC 9(2). 

25 77 I PIC 9(1). 

26 77 J PIC 9(1). 

27 PROCEDURE DIVISION. 

28 MAIN-PROC. 

29 OPEN INPUT ANS-FILE. 

30 PERFORM READ-PROC. 

31 PERFORM DISP-PROC. 

32 CLOSE ANS-FILE. 

33 STOP RUN. 

34 READ-PROC. 

35 PERFORM UNTIL ANS-EOF 

36 READ ANS-FILE 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

AT END 

SET ANS-EOF TO TRUE 

NOT AT END 

PERFORM VARYING I FROM 1 BY 1 UNTIL I > 3 

MOVE ANS-VAL(I) TO J 

ADD 1 TO CNT-NUM(I, J) 

END-PERFORM 
＇ 44 END-READ 

45 END-PERFORM. 

46 DISP-PROC. 

47 PERFORM VARYING I FROM 1 BY 1 UNTIL I> 3 

48 EVALUATE I 

49 WHENS-PRICE 

50 DISPLAY "Price" 

51 WHENS-FUNCTION 

52 DISPLAY "Function" 

53 WHENS-DESIGN 

54 DISPLAY "Design" 

55 END-EVALUATE 

56 PERFORM VARYING J FROM 5 BY -1 UNTIL J = 0 

57 MOVE J TO HIST-VAL 

58 MOVE C D  TO HIST-NUM 

59 DIVIDE C D  BY 20 GIVING PLOT-NUM 

60 MOVE SPACE TO HIST-PLOT 

61 IF PLOT-NUM > 0 THEN 

62 MOVE ALL "*" TO HIST-PLOT(~) 
63 END-IF 

64 DISPLAY~ 
65 END-PERFORM 

66 END-PERFORM. 
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設問 1 プログラム中の I Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア 9(4) イ 8(3)9

bに関する解答群

ア CNT-NUM(6-I, J) 

ウ CNT-NUM(I, 6 -J) 

＇ 

ゥ Z(3)9 ェ Z(4)

イ CNT-NUM(I, 5 -J) 

工 CNT-NUM(I,J) 

cに関する解答群

ア 1:PLOT-NUM

ウ PLOT-NUM

dに関する解答群

ア HIST-NUM イ HIST-PLOT

イ 1:PLOT-NUM+ 1 

工 PLOT-NUM+ 1 

ウ HIST-REC 工 HIST-VAL

設問 2 各回答の3項目の満足度を加算した値（以下，総合満足度という）を求め，総

合満足度ごとの回答IDの一覧を追加して表示するよう，プログラムを変更する。

追加した部分の表示例を図 3に示す。表 1中の［：こここ］に入れる正しい答えを，

解答群の中から選べ。

① 総合満足度の昇順に，その値と該当する全ての回答IDを表示する。

② 回答IDは，総合満足度ごとに昇順に表示する。

③ 回答IDは， 10件ごとに改行して表示する。

④ 回答が1件もない総合満足度の値に対しては，表示を省略する。
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Total 
3 0774 0850 

5 0067 0084 0220 0230 0232 0269 0285 0297 0651 0682 
0709 0712 0748 0762 0782 0797 0810 0823 0853 0963 

6 0021 0044 0068 0106 0107 0124 0134 0139 0183 0193 

0194 0203 0208 0239 0241 0259 0268 0306 0334 0379 
0390 0409 0443 0462 0528 0529 0533 0539 0540 0574 

0594 0596 0601 0610 0647 0656 0661 0666 0680 0688 

0694 0726 0744 0775 0807 0812 0821 0888 0894 0896 
0899 0904 0912 0913 0938 0939 0945 0973 0974 0975 
0986 

（中略）

14 0839 0947 

図3 総合満足度ごとの回答 ID一覧の表示例

表1 プログラムの変更内容

処證 I 変更内容

行番号 7と8の間に SD SRT-FILE. 

追加 1 01 SRT-REC. 

02 SRT-SUM PIC 9(2). 

02 SRT-ID PIG 9(4). 

行番号26と27の間 77 SRT-FLAG PIG 9(1) VALUE 0. 

に追加 88 SRT-EOF VALUE 1. 

01 T-SATIS-REC. 

02 T-SATIS-SUM PIC Z (2). 

02 T-SATIS-IDS OCCURS 10. 

03 PIG X(l) VALUE SPACE. 

03 T-SATIS-ID PIC X(4). 

77 LAST-SUM PIG 9(2). 

77 POS PIC 9(2). 

行番号 30,31を変 ISORT SRT-FILE ASCENDING KEY ［ここコ
更 INPUT PROCEDURE IS READ-PROC 

OUTPUT PROCEDURE IS DISP-PROC. 

行番号40~43を変 IMOVE O TO SRT-SUM 

更 PERFORMVARYING I FROM 1 BY 1 UNTIL I> 3 

MOVE ANS-VAL(I) TO J 

ADD 1 TO CNT-NUM(I, J) 

ADD ANS-VAL(I) TO SRT-SUM 

END-PERFORM 

MOVE ANS-ID TO SRT -ID 

RELEASE SRT-REC 

＇ 

-51 -



＇ 

行番号 66の後ろに DISPLAY "Total". 

追加 I MOVE 1 TO LAST-SUM POS. 

PERFORM UNTIL SRT-EOF 

RETURN SRT-FILE 

AT END 

SET SRT-EOF TO TRUE 

NOT AT END 

IF | f | THEN 

IF POS > 1 THEN 

DISPLAY T-SATIS-REC 

END-IF 

MOVE SPACE TO T-SATIS-REC 

IF | g | THEN 

MOVE SRT-SUM TO T-SATIS-SUM LAST-SUM 

END-IF 

MOVE 1 TO POS 

END-IF 

MOVE SRT-ID TO T-SATIS-ID(POS) 

ADD 1 TO POS 

END-RETURN 

END-PERFORM. 

DISPLAY T-SATIS-REC. 

eに関する解答群

ア SRT-ID イ SRT-REC ウ SRT-SUM

f, gに関する解答群

ァ POS> 1 

ィ POS> 10 
ウ SRT-SUMNOT= LAST-SUM 

工 SRT-SUMNOT= LAST-SUM AND POS〉1

才 SRT-SUMNOT= LAST-SUM AND POS > 10 

カ SRT-SUMNOT= LAST-SUM OR POS > 1 

キ SRT-SUMNOT= LAST-SUM OR POS〉 10

国

午
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問 11 次のJavaプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。

(Javaプログラムで使用する APIの説明は，この冊子の末尾を参照してください。）

〔プログラムの説明〕

固定バイト長のプロック（以下，プロックという）を単位としてデータを保管して

いる装置（以下，プロックデバイスという）に対し，プロックのデータ（以下，プロ

ックデータという）へのアクセスを管理するプログラムである。図 1に，プログラム

構成の概要を示す。図中の四角はプログラムの構成要素を，矢印はプロックデータの

流れを示す。ここで，このプログラムでは，プロックデバイスからの読込みだけを考

える。

---------ヽ
r、アプリケーションノ

-- ----------
行

|ブロックアクセッサ忙こ⇒［［こ□三□
官

| Iプロック[O]|プロック［n|プロック[2)|…| 

プロックデバイス
（［］内はプロックのインデックス値）

図1 プログラム構成の概要
＇ 

プロックデバイス内の各プロックは，インデックス値で指定する。最初のプロック

のインデックス値は， 0である。

プロックアクセッサは，アプリケーションから要求されたプロックデータをプロッ

クデバイスから取得して，アプリケーションに渡す役割をする。プロックアクセッサ

はキャッシュを使用し，プロックデバイスから取得したプロックデータをキャッシュ

する。アプリケーションから要求されたプロックデータがキャッシュされていれば，

キャッシュから取得したプロックデータをアプリケーションに渡す。

キャッシュは，FIFO(First In, First Out)と LRU(Least Recently Used)の2種

類の管理方針に基づく実装が用意されていて，アプリケーションはどの実装を使用す

るかを指定する。
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＇ 

(1) クラス BlockAccessorは，プロックアクセッサを表す。

① コンストラクタは，プロックデバイスをオープンし，引数で指定されたキャッ

シュの管理方針に基づくキャッシュを生成する。

② メソッド readBlockは，引数で指定されたインデックス値のプロックデータを

返す。プロックデータがキャッシュにあれば，それを返す。なければ，プロック

デバイスから取得し，キャッシュした後，そのプロックデータを返す。

(2) クラス BlockDeviceは，読取リ専用のブロックデバイスを表す。実装は，バイ

ト配列の配列であるフィールド blocksを使用し，プロックデバイスを仮想的に表

す。ただし，プロックデータの値は全て 0である。

① 静的メソッド openは，プロックデバイスのインスタンスを返す。

② メソッドgetBlockSizeは，プロックのサイズをバイト数で返す。

③ メソッド readBlockは，引数で指定されたインデックス値のブロックデータを

引数で指定されたバッフアに読み込む。

(3) 抽象クラス Cacheは，プロックアクセッサからキャッシュ機能を使用するため

のクラスを表す。

① キャッシュの管理方針 (FIFO及び LRU) を表す入れ子列挙 Cache.Policyを

定義する。

② 静的メソッド createCacheは，引数で指定されたキャッシュの管理方針と一致

する実装クラスのインスタンスを生成して返す。

③ 抽象メソッドgetCachedBlockDataは， 引数で指定されたインデックス値のプ

ロックデータがキャッシュされていれば，それを返す。キャッシュされていなけ

れば， nullを返す。

④ 抽象メソッド cacheBlockDataは，引数で指定されたインデックス値及びその

値に対応するプロックデータをキャッシュする。キャッシュできるプロックデー

タ数が上限に達している場合は，管理方針に従ってキャッシュされているブロッ

クデータを削除してから，指定されたプロックデータをキャッシュする。

(4) 抽象クラス ListBasedCacheは，リスト構造を使用して抽象クラス Cacheの一部

を実装する。キャッシュできるプロック データ数の上限値は，フィ ールド

CACHE_SIZEで表す。

① メソッドgetCachedBlockData及びcacheBlockDataは， 抽象クラス Cacheで定
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義されている同名のメソッドを実装する。

② 抽象メソッド hitは，要求されたプロックデータがキャッシュ中に見つかった

ときに呼び出される。引数は，見つかったプロックデータとそのインデックス値

の対（以下，キャッシュエントリという）である。

(5) 入れ子クラス ListBasedCache.Entryは，キャッシュに格納するキャッシュエン

トリを表す。

① コンストラクタは，引数で指定されたインデックス値及びプロックデータをも

つキャッシュエントリを生成する。

② メソッドgetlndex及びgetBlockDataは，それぞれインデックス値及びプロッ

クデータを返す。

(6) 入れ子クラス ListBasedCache.Fifoは，キャッシュエントリの管理を FIFOで行

う。

① メソッド hitは，無操作である。

(7) 入れ子クラス ListBasedCache.Lruは，キャッシュエントリの管理を LRUで行う。

① メソッド hitは，指定されたキャッシュエントリをリストの先頭に移動する。

なお，上記コンストラクタやメソッドを呼び出すときの引数に誤リはないものとする。＇ 〔プログラム 1〕

public class BlockAccessor { 

private final Cache cache; 

private final BlockDevice device; 

public BlockAccessor(Cache.Policy policy) { 

device = BlockDevice. open(); 
cache= Cache.createCache(policy); 

public byte[] readBLock(int index) { 

byte[] blockData = cache.getCachedBLockData(index); 

if (blockData == null) { 

blockData = new byte[device.getBlockSize()]; 

device. readBlock(index, blockData); 

cache.cacheBlockData(index, blockData); 

return b lockData. clone(); 
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〔プログラム 2〕
class BlockDevice { 

private final byte[][] blocks= new byte[100][512]; 

static B lockDev ice open() { 

return new BlockDevice(); 

int getBlockSize() { 

return~. length; 

void readBlock(int index, byte[] buffer) { 
byte[] block= blocks[index]; 
System. arraycopy(block, 0, buffer, 0, block. length); 

＇ 

〔プログラム 3〕

public abstract class Cache { 
pub l i C enum Poli CY { 

FIFO, LRU; 

st atic~ createCache(Policy policy) 
switch (policy) { 
case FIFO: 

return new ListBasedCache.Fifo(); 
case LRU: 

return new ListBasedCache.Lru(); 
｝ 
throw new UnsupportedOperationException(); 

abstract byte[] getCachedBlockData(int index); 
abstract void cacheBlockData(int index, byte[] blockData); 

〔プログラム 4〕

import java.uti L.Arraylist; 
import java.util.List; 

abstract c Lass Li stBasedCache extends Cache { 

final List(Entry> entries= new Arraylist(Entry>(); 
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private static final int CACHE_SIZE = 20; 

byte[] getCachedBlockData(int index) { 

for (Entry entry : entries) { 

if (entry.getlndex() ~ index) 
hit(entry); 
return entry. getB lockData(); 

return null; 

void cacheBlockData(int index, byte[] blockData) { 

i f (| d |) { 

entries. remove(~); 

｝ 
entries.add(0, new Entry(index, blockData)); 

abstract void hit(Entry entry); 

private static class Entry { 

private final int index; 
private final byte[] blockData; 

private Entry(int index, byte[] blockData) { 

this. index= index; 
this.blockData = blockData; ＇ 

int getindex() { return index; } 

byte[] getB lockData() { return b LockData; 

static class Fifo extends Cr=:] { 
void hit(Entry entry) { } 

static class Lru extends c=J=i { 
void hit(Entry entry) { 

entries. remove(~); 

entries.add(0, entry); 
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設問 プログラム中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア blocks

工 blocks[][]

bに関する解答群

ア Cache

工 Policy

cに関する解答群

ア!=

エ ＝＝

v

>

 

イ

オ

eに関する解答群

ア CACHE_SIZE

工index

イ blocks[]

才 blocks[0][]

イ Cache<?extends Policy> 

オ Policy<?extends Cache> 

イ CACHE_SIZE-1 

オindex-1 

ウ blocks[0]

力 bLocks[J[0] 

ウ enum

力 void

ウ＜＝

カ ＞＝

＇ 
dに関する解答群

ア ! entries. i sEmpty() イ entries. isEmpty() 

ウ entries.size() != CACHE_SIZE 工 entries.size() != index 

オ entries.size()== CACHE_SIZE 力 entries.size()== index 

ウ CACHE_SIZE+ 1 

力index+1 

fに関する解答群

ア Arrayl i st イ Arraylist<Cache> ウ Cache 

工 List オ List<Cache> 力 ListBasedCache 

gに関する解答群

ア

゜
イ CACHE_SIZE -1 ウ entry 

工 entry, getlndex() オ entry, get Index() -1 力 entry. get Index() + 1 
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問 12 次のアセンプラプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

［プログラム 1の説明）

副プログラム BITINSは，図 1に示すように，ビット列 A （長さ 16ビット）をビッ

ト列 B（長さ 16ビット）の指定された位置に挿入し，ビット列 C （長さ 32ビット）

を作成する。図 1中の n Co~ n ~ 16)は，挿入位置（先頭からのピット数）を表す。

ピット列A

ピット列B

ビット列 c

図 1 ピット列の挿入

(1) GR0~GR3には，それぞれ次の内容が設定されて， 主プログラムから渡される。

GR0:ビット列 A

GRl :ビット列 Bが格納されている領域のアドレス

GR2: n 

GR3:ビット列 Cを格納する 2語の領域の先頭アドレス

(2) 副プログラムから戻るとき，汎用レジスタ GRl~GR7の内容は元に戻す。 ＇ 
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〔プログラム 1〕

（行番号）

1 BITINS START 

2 RPUSH 

3 LD GR6,＝亡
4 SUBA GR6,GR2 ; GR6←シフト数

5 LD GRl, 0, GRl ; GRl←ビット列 B

6 LD GR4,GR1 ; GR4←ビット列 B

7 LD GR5,GR0 ; GR5←ビット列 A

8 SRL GR1,0,GR6 ， SLL GR1,0,GR6 ; GRl←ピット列 Bの左 nピット

10 SLL GR4,0,GR2 

11 SRL GR4,0,GR2 ; GR4←ピット列 Bの右(16-n)ビット

12 I b 

13 SLL GR5,0,GR6 

14 OR GR1,GR0 

15 OR GR4,GR5 

16 ST GR1,0,GR3 

17 ST GR4, 1, GR3 

18 RPOP 

19 RET 

20 END 

設問 1 プログラム 1中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

＇ 
aに関する解答群

ア 0 イ 8 ウ 16 エ 32

bに関する解答群

ア SLL GR0,0,GR2 

工 SRL GR0,0,GR6 

イ SLL GR0,0,GR6 ウ SRL GR0、0,GR2

園

午
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設問2 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

主プログラムから渡された nが 10で，ビット列 Aとビット列 Bが図 2のとき，

行番号 15の OR命令実行直前の GR4の内容は1 c |であり， GR5の内容は

| d |である。

ピット列A I 01011110 1001 0110 

ピット列 B I 1110 1111 00011000 

図2 主プログラムから渡されたビット列 Aとビット列 B

解答群

ア 00000000 00010111 

ウ 00000010 1001 0110 

オ 01011100 0000 0000 

キ 101001011000 0000 

イ 00000000 00011000 

工 0000OOll lOll llOO 

力 OllO0000 0000 0000 

ク lllOllll 0000 0000 

＇ 
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設問 3 連続する N語を 16X Nビットから成るビット列 Yとする。図 3に示すように，

ビット列x（長さ 16ビット）をビット列 Yの指定された位置に挿入し， N+l語

のビット列 zを作成する副プログラム BITINSLを，副プログラム BITINSを使っ

て作成した。図 3中の m (0 ~ m ~ 16 x N)は，挿入位置（先頭からのビット

数）を表す。プログラム 2中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中

から選べ。

ビット列Y

ビット列z
語 2 語N語N+l

図3 N語から成るピット列への挿入

＇ 

(1) GR0~GR4には，それぞれ次の内容が設定されて，主プログラムから渡され

る。

GR0:ビット列 X

GRl :ビット列Yが格納されている領域の先頭アドレス

GR2: m 

GR3 :ビット列zを格納する N+l語の領域の先頭アドレス

GR4: N 

(2) 副プログラムから戻るとき，汎用レジスタ GRl~GR7の内容は元に戻す。
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〔プログラム 2〕

BITINSL START 

RPUSH 

LOOPl CPA 

I 
CALL 

GR2,=17 

e 

COPY 

SUBA GR2,=16 

INS 

LOOP2 

FIN 

| 

JUMP LOOPl 

CALL BITINS 

LAD GRl, 1, GR1 

LAD GR3,2,GR3 

SUBA GR4,=1 

f 
CALL COPY 

JNZ LOOP2 

RPOP 

RET 

ピット列 Yの先頭から挿入位置の直前の

；語までを結果の領域ヘコピー

] 
；ピット列 Yの残りの部分を

；結果の領域ヘコピー

；ピット列Yの 1語を結果の領域ヘコピー

COPY LD GR5,0,GR1 

ST GR5,0,GR3 

LAD GR1,1,GR1 

LAD GR3, 1,GR3 

SUBA GR4,=1 

RET 

END 

解答群

ア JMI FIN イ JMI INS ウ JPL FIN 

工JPL INS 才 JZE FIN 力 JZE INS 

-63 _ 

＇ 



問 13 次の表計算のワークシート及びマクロの説明を読んで，設問 1,2に答えよ。

〔表計算の説明〕

ある PC販売店では，セット値引きを導入することにした。セット値引きでは，指

定された 3種類の商品を同時に購入する場合，各商品を単品で購入する場合に比べて

購入金額を安くする。セット値引きとなる商品の組合せ（以下，セットという）と値

引きを適用していく順序は，商品の仕入状況と販売状況に基づいて適宜見直しを行う。

セット値引きの導入に合わせて，これまで手書きであった購入伝票の作成について，

表計算ソフトを使って行うことにした。

〔ワークシート ：価格表〕

商品の単価を記載したワークシート ‘‘価格表”の例を，図 1に示す。

冑
胃
●

A B C D 

商品
商品名 商品コード

単価
1 

番号 （円）

2 1 ミニタワーPC PCOOl 39,800 

3 2 スリム PC PC002 42,800 

4 3 コンパクト PC PC003 37,800 

5 4 ノート PC PC004 42,800 

6 5 無線LAN（ルータ） WLRTR 12,420 

7 6 無線LAN（子機） WLCLT 2,480 

8 7 プリンタ (USB接続） PRUSB 12,000 

， 8 プリンタ（無線接続） PRWLE 18,000 

10 9 ネットワークHDD(2TB) ND200 25,000 

11 10 ネットワークHDD(4TB) ND400 35,000 

12 11 ネットワーク HDD(6TB) ND600 45,000 

13 12 キーポード (USB接続） KBUSB 5,000 

14 13 キーボード（無線接続） KBWLE 7,500 

15 14 テンキーポー ド TENKB 1,000 

16 15 マウス (USB接続） MSUSB 2,000 

51 50 ディスプレイケープル CBDSP 1,280 

図 1 ワークシート ‘‘価格表”の例
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(1) 販売している商品は 50品目あリ，セル A2~A51には 1から始まる連番で商品

番号を入力する。

(2) セルB2~B51には商品名を，セル C2~C51には商品コードを，セルD2~D51

には単価を入力する。商品名と商品コードは，それぞれ重複するものはない。

〔ワークシート：セット値引き表〕

セットと値引き額を記載したワークシート“セット値引き表”の例を，図 2に示す。

A B C D E F G H I J K L M 

1 商品 1 商品 2 商品 3
l 

セット
セット名

商品
数ffl:

商品
数虻

商品
数fil:

値引き 商品 1の 商品2の 商品 3の
2 

番号 コード コード コード 額（円） 商品番号 商品番号 商品番号

3 1 ミニタワーセット 1 PCOOl 1 KBUSB 1 MSUSB 1 -5,000 1 12 15 

4 2 スリムセット 1 PCOOZ 1 KBUSB 1 MSUSB 1 -4,800 2 12 15 

5 3 コンパクトセット 1 PC003 1 KBUSB 1 MSUSB 1 -4,500 3 12 15 

6 4 ミニタワーセット 2 PCOOl 1 DSP24 1 PRUSB 1 -4,400 1 18 7 

7 5 スリムセット 2 PC002 1 DSP24 1 PRUSB 1 -4,200 2 18 7 

8 6 コンパクトセット 2 PC003 1 DSP24 1 PRUSB 1 -4,000 3 18 7 

， 7 ノートセット PC004 1 MSUSB 1 TENKB 1 -3,000 4 15 14 

10 8 プリンタ無線セット PRWLE 1 WLRTR 1 WLCLT 1 -2,500 8 5 6 

11 ， HDD無線セット ND400 1 WLRTR 1 WLCLT 2 -2,200 10 5 6 

12 10 周辺機器セット HDlOO 1 PRUSB 1 DSP200 1 -2,000 22 7 17 

図2 ワークシート‘‘セット値引き表’'の例

(1) セットは 10種類あり，値引きを適用していく順に入力する。

(2) セルA3~A12には， 1から始まる連番でセット番号を入力する。

(3) セルB3~B12には，セット名を入力する。

(4) セットは 3種類の商品の組合せから成リ，セル C3~H12には組み合わせる商品

の商品コー ドと数呈を入力する。商品コードは，ワークシート‘‘価格表’'に登録さ

れているものを用いる。

(5) セル13~112には，セットの値引き額を入力する。

(6) 列 k ~Mは，セット値引き適用処理のための作業領域に用いる。

ー

-65 -



〔ワークシート：購入伝票〕

購入する商品の一覧（購入内容），セット値引き適用状況の一覧（セット値引き内

容），合計金額などを表示するワークシー ト‘‘購入伝票”の例を，図 3に示す。

＇ 

A B ' C D E 

1 合計金額（円） 249,710 
l 

2 合計セット値引き金額（円） -15,500 
＇ 

3 購入金額（円） 234,210 
＇ 

4 
I 

5 購入内容

6 No. 商品名 数量 単価（円） 金額（円）

7 1 ミニタワーPC 2 39,800 79,600 

8 2 ノート PC 1 42,800 42,800 

， 3 ディスプレイ (24インチ） 1 38,650 38,650 

10 4 キーポード (USB接続） 2 5,000 10,000 

11 5 マウス (USB接続） 2 2,000 4,000 

12 6 テンキーポード 1 1,000 1,000 

13 7 無線LAN（ルータ） 1 12,420 12,420 

14 8 無線LAN（子機） 2 2,480 4,960 

15 ， プリンタ（無線接続） 1 18,000 18,000 

16 10 ネットワーク HDD(4TB) 1 35,000 35,000 

17 11 ディスプレイケープル 1 1,280 1,280 

18 12 マウス(USB接続） 1 2,000 2,000 

19 13 

26 20 

27 

28 セット値引き内容

セット
数最 値引き額 （円）

セット値引き金額
29 

番号
セット名

（円）

30 1 ミニタワーセット 1 2 -5,000 -10,000 

31 2 スリムセット 1 -4,800 

36 7 ノートセット 1 -3,000 -3,000 

37 8 プリ ンタ無線セッ ト 1 -2,500 -2,500 

38 ， HDD無線セット -2,200 

39 10 周辺機器セ ット -2,000 

図3 ワークシート ‘‘購入伝票＂の例
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(1) 1回に購入できる商品は 20品目以下である。ワークシート‘‘購入伝票’'のセル

B7~C26の各行に，商品名と数量を 1件ずつ入力すると，各行の列 Dと列 Eにそ

れぞれ単価と金額（数量x単価）が，セル Elに金額の合計が表示される。ワーク

シート“価格表”に登録されていない商品名を入力することはない。また，同一の

商品を 2行以上入力することができる。

(2) マクロ Calc_Discount_Priceを実行すると，セル C30~C39に，セット値引き

を適用するセットについてだけ数量が設定され，対応する各行の列 Eにセット値

引き金額（数量x値引き額）が，セル E2にセット値引き金額の合計が表示される。

設問 1 ワークシート‘‘購入伝票”に関する次の説明中のI Iに入れる正しい

答えを，解答群の中から選べ。

(1) セルA7～泣6には， 1から始まる連番を入力する。

(2) セルElには，購入する商品の合計金額を求めるための式を入力する。

(3) セルE2には，セット値引き金額の合計を求めるための式を入力する。

(4) セルE3には，購入金額を求めるための式を入力する。

(5) 商品ごとの単価を表示するために，セル D7に次の式を入力し，セル D8~

D26に複写する。

IF(B7 = null, null，垂直照合(B7,~,0))

(6) 商品ごとの金額を求めるために，セル E7に次の式を入力し，セル E8~

E26に複写する。

IF (D7 = null, null, C7 * D7) 

(7) セル B30~B39には，ワークシート‘‘セット値引 き表”のセット名を，同

表と同じ順序で表示するための式を入力する。

(8) セル C30~C39には，マクロ Calc_Discount_Priceを用いて，数量を設定

する。

(9) ワークシート“セット値引き表”の値引き額を，同表と同じ順序で表示す

るために，セルD30に次の式を入力し，セルD31~D39に複写する。

| b | 
(10) セット値引 き金額を求めるために，セル E30に次の式を入力し，セル E31

＇ 
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~E39に複写する。

IF (C30 = null, null, C30 * D30) 

aに関する解答群

ア価格表！A$2:D$51,2 

ウ価格表！A$2:D$51,4 

オ価格表！B$2:D$51,3 

bに関する解答群

ア セット値引き表！A3

ウ セット値引き表！I3

イ価格表！A$2:D$51,3 

工価格表！B$2:D$51,2 

イ セット値引き表！A$3

工セット値引き表！I$3

設問 2 セット値引き適用処理に関する次の説明及びマクロ中の I Iに入れる

正しい答えを，解答群の中から選べ。

＇ 

〔セット値引き適用処理の説明〕

“セット値引き表”に記載されているセットに対して，セット番号が小さいも

のから順にセット化して，値引きを適用していく。

(1) セットを構成する商品の商品番号を表示するために，ワークシート“セッ

卜値引き表”のセルK3に次の式を入力し，セルK4~Kl2に複写する。

照合検索(C3,| c |,| d |) 

同様の方法で，セル L3~L12とセル M3~Ml2にも，セットを構成する商品

の商品番号を表示するための式を入力する。

(2) ワークシート‘‘購入伝票’'にマクロ Calc_Discount_Priceを格納する。

〔マクロの説明〕

マクロ Calc_Discount_Priceは，次の手順で処理を行う。

(1) 購入する各商品の数量を求め，配列 Goods_Numに格納する。商品番号が i

(i = 1, 2, …, 50)の商品の数星は， Goods_Num[i - 1]に格納される。

(2) セット番号が 1,2,…,10の順に， セット値引 きの対象となる数量を求め
艦

午
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るために(3)~(5)の処理を繰リ返す。

(3) 配列 Goods_Numについて，セットを構成する 3種類の商品の数量を調べ，

セットにできる最大の数量 Set_Numを求める。

(4) 数量 Set_Numが 0でない場合は，ワークシート‘‘購入伝票”のセットの数

量のセルに数呈 Set_Numを格納し，セッ ト値引きの対象とした 3種類の商品の

数量を，配列 Goods_Numから減 らす。

(5) 数量 Set_Numが 0の場合は，ワークシート‘‘購入伝票”のセットの数蘊の

セルに空値 nullを格納する。

〔マクロ： Calc_Discount_Price〕

0マクロ： Calc_Discount_Price

0数値型： Goods_Num[50],Set_Num, Num, Val, I, J 

0文字列型： Name

I
I: 0, I ~ 49, 1 

• Name← | e l 
• Goods_Num[I]←条件付合計(B7:B26, = Name, C7:C26) 

●I: 0, I ~ 9, 1 
• Val← Goods_Num［相対（セット値引き表！K3, I, 0) - 1 ] / 

相対（セット値引き表！D3, I, 0) 
• Set_Num←整数部(Val)

• J: 1, J ~ 2, 1 

． 

;v 

• Val← Goods_Num［相対（セット値引き表！K3, I, J) - 1] / 

相対（セット値引き表！D3, I, J * 2) 
• Num←整数部(Val)： ＝己← Num

：ぞこ：三：：u：1卜D：直弓iき：1：芦ー ＇ 
相対(C30, I, 0)← null 
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c, dに関する解答群

ア 価格表！A$2:A$51 イ 価格表！B$2:B$51

ウ 価格表！C$2:C$51 工 価格表！D$2:D$51

eに関する解答群

ア 価格表！A2 イ 価格表！B2

ウ 価格表！C2 工 相対（価格表！A2, I, 0) 

オ 相対（価格表！B2, I, 0) 力 相対（価格表！C2, I, 0) 

fに関する解答群

ア Num < Set_Num イ Nurn > Set_Nurn 
ウ Num = 0 工 Num * 0 

才 Num * Set_Num 力 Set_Num = 0 

キ Set_Num * 0 

gに関する解答群

ア +1  ィ + Set_Num 

ゥ -1  工 - Set_Num 

ォ * Set_Num カ / Set_Num 

＇ 
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■Javaプログラムで使用する APIの説明

j ava. ut i l 

public interface List<E> 
リスト（順序付けられたコレクション）のためのインタフェースを提供する。インタフェー

スCollectionを継承する。

メソッド

public void add(int index、Ee) 

指定された要素をリスト内の指定された位置に挿入する。指定された位置及びその後に既に

要素がある場合は，それらの要素をシフトする。

引数： index一挿入する位置のインデックス

eーリストに追加する要素

public E remove(int index) 

リスト内の指定された位置にある要素を削除する。

引数： indexー 返される要素のインデックス

戻リ値：リスト内の指定された位置にあった要素

public boolean remove(Object obj) 

指定された要素がこのリストにあれば，その最初の要素を削除する。

引数： objーリストから削除する要素

戻リ値：リストから要素が削除されれば true

それ以外はfalse
----------------------------------------------------
public boolean isEmpty() 

リストに要素がなければ trueを返す。

戻り値：リストに要素が一つもなければtrue

それ以外はfalse
---"----------------------------
public int size() 

リスト内の要素数を返す。

戻り値：リスト内の要素数

java. ut i l 

public class Arraylist<E> 
インタフェースListの配列による実装である。

メソッドの説明は，インタフェース Listの項を参照。

コンストラクタ
--------------------------------------------------------------------------------------------------------

public Arraylist() 

空のリストを作る。
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java. lang 

public final class System 
有用なクラスフィールドやクラスメソッドが定義されている。

メソッド

public static void arraycopy(Object src, int srcPos, Object dest、

int destPos, int length) 

指定された複写元配列の指定位置から，指定された複写先配列の指定位置に配列要素を指定

された個数分複写する。引数 srcと引数 destが同じ配列を参照している場合は，複写元と複写

先の領域の重なリを考慮し，複写によるデータの破壊が起こらないようにする。

引数： srcー複写元配列

srcPosー複写元配列内の開始位置

destー複写先配列

destPosー複写先配列内の開始位置

length一 複写される配列要素の個数
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■アセンブラ言語の仕様

1. システム COMETIIの仕様

1. 1 ハードウェアの仕様
(1) 1語は 16ビットで，そのビット構成は，次のとおリである。

上位 8ピット 下位 8ピット

15 14 13 12 11 10 9 8 --7 6 5 4 3 2 

I 
に符号 （負： 1,非負： O)

(2)主記憶の容量は65536語で，そのアドレスは0~65535番地である。
(3)数値は， 16ビットの 2進数で表現する。負数は， 2の補数で表現する。

(4)制御方式は逐次制御で，命令語は 1語長又は2語長である。

1 0 （ピット番号）

l 

(5) レジスタとして， GR(16ピット）， SP(16ビット）， PR(16ビット）， FR(3ビッ
ト）の 4種類がある。
GR（汎用レジスタ， GeneralRegister)は， GR0~GR7の 8個があリ，算術，論理，

比較，シフトなどの演算に用いる。このうち， GR1~GR7のレジスタは，指標レジスタ

(index register) としてアドレスの修飾にも用いる。
SP（スタックポインタ， StackPointer)は，スタックの最上段のアドレスを保持して

いる。
PR（プログラムレジスタ， ProgramRegister)は，次に実行すべき命令語の先頭アド

レスを保持している。
FR（フラグレジスタ， FlagRegister)は， OF(Overflow Flag), SF (Sign Flag), ZF 

(Zero Flag)と呼ぶ 3個のピットからなリ，演算命令などの実行によって次の値が設定さ

れる。これらの値は，条件付き分岐命令で参照される。

算術演算命令の場合は，演算結果が一32768~32767に収まらなくなったとき 1にな

OF リ，それ以外のとき 0になる。論理演算命令の場合は，演算結果が0~65535に収まら

なくなったとき 1になり，それ以外のとき 0になる。

SF 演算結果の符号が負（ピット番号15が1)のとき 1，それ以外のとき 0になる。

ZF 演算結果が零（全部のビットが0)のとき 1，それ以外のとき0になる。

(6)論理加算又は論理減算は，被演算データを符号のない数値とみなして，加算又は減算

する。

1. 2 命令
命令の形式及びその機能を示す。ここで，一つの命令コードに対し 2種類のオペランド

がある場合，上段はレジスタ間の命令，下段はレジスタと主記憶間の命令を表す。

ロンド

(1) ロード，ストア，ロードアドレス命令

命 令 命令の説明 三
ロード r 1, r2 r 1 ← (r2) 

〇＊1LD 
r,adr [.x] r ← （実効アドレス）LoaD 

ストア
ST r, adr[、x) 実効アドレス ← (r) 

STore 

ロードアドレス
LAD r,adr [,x] r ←実効アドレス

Load ADdress 
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(2) 算術，論理演算命令

打術加算
ADDA 

r 1, r2 r1 ← (rl) + (r2) 

ADD Arithmetic r,adr [,x] r ← (r) +（実効アドレス）

論理加算
ADDL 

rl, r2 r 1 ← (rl) +L  (r2) 

ADD Logical r,adr [,x] r ← (r) +L（実効アドレス）

゜算術減算 r 1, r2 r 1 ← (rl) - (r2) 

SUBtract Arithmetic 
SUBA 

r,adr [,x] r ← (r)ー（実効アドレス）

論理減箕
SUBL 

rl, r2 r1 ← (r1) -L  (r2) 

SUBtract Logical r,adr [,x} r ← (r)一L (実効アドレス）

論理積
AND 

r 1, r2 r1 ← (rl) AND (r2) 

AND r,adr [,x] r ← (r) AND（実効アド レス）

論理和
OR 

rl, r2 r 1 ← (rl) OR (r2) 
〇*1

OR r, adr [, x] r ← (r) OR（実効アド レス）

排他的論理和
XOR 

r1, r2 r 1 ← (rl) XOR (r2) 

exclusive OR r,adr [,x] r ← (r) XOR（実効アドレス）

(3) 比較演算命令

(r 1)と (r2),又は （r)と（実効アドレ
r 1, r2 ス）の算術比較又は論理比較を行い，比較

算術比較
CPA 結果によって， FRに次の値を設定する。

ComPare Arithmetic 
比較結果

FRの値
r, ad r [, x] SF ZF 

(rl) > (r2) 

゜゜
〇*1

rl, r2 
(r) >（実効アド レス）

(rl) = (r2) 
論理比較

(r) =（実効アドレス） ゜
1 

ComPare Logical 
CPL 

r,adr [,x] (rl) < (r2) 

(r) <（実効アドレス）
1 

゜
(4) シフト演算命令

算術左シフト
SLA r,adr [.x] 

符号を除き（r)を実効アドレスで指定

Shift Left Arithmetic したピット数だけ左又は右にシフトする。

算術右シフト
シフトの結果，空いたピット位置には，

SRA r,adr (.x] 左シフトのときは 0,右シフトのときは符
Shift Right Arithmetic 

号と同じものが入る。 〇*2

論理左シフト
SLL r, adr [, x] 

符号を含み（ r) を実効アドレスで指定

Shift Left Logical したビット数だけ左又は右にシフトする。

諭理右シフト
SRL r,adr [,x] 

シフトの結果，空いたピット位閉には 0

Shift Right Logical が入る。

(5) 分岐命令

正分岐
JPL adr [,x] 

FRの値によって，実効アドレスに分岐す

Jump on Plus る。分岐しないときは，次の命令に進む。

負分岐
JMI adr [, x] 命令

分岐するときの FRの値

Jump on Minus OF SF ZF 

非零分岐 JPL 

゜゜JNZ adr [, x] 
JMI 1 Jump on Non Zero 

JNZ 

゜
零分岐

JZE adr [, x] 
JZE 1 Jump on ZEro 

オーバフロー分岐
JOV adr [, x] 

Jump on overflow 

無条件分岐
JUMP adr [,x] 無条件に実効アドレスに分岐する。

unconditional JUMP 

-74-



(6) スタック操作命令

プッシュ

PUSH 

ポップ

POP 

IPUSH adr [, x] 

IPOP 

SP ← (SP) - L 1, 

(SP)←実効アドレス

r ← ((SP)), 

SP ← (SP) +L  1 

(7) コール， リターン命令

コール

CALL subroutine 

リターン

RETurn from subroutine 

(8) その他

スーパバイザコール

Supervisor Call 

ノーオペレーション

No OPeration 

注記 r, rl, r2 

adr 

X 

［ ］ 

（ ）  

実効アドレス

← 

＋ぃ 言

FRの設定

jCALL adr [, x] 

RET 

SVC adr [, x] 

NOP 

SP ← (SP) -L  1, 

(SP)← (PR), 

PR ←実効アドレス

PR ← ((SP)), 

SP ← (SP) +L  1 

実効アドレスを引数として割出しを行

う。実行後のGRとFRは不定となる。

何もしない。

いずれも GRを示す。指定できる GRはGR0~GR7

アドレスを示す。指定できる値の範囲は0~65535

指標レジスタとして用いる GRを示す。指定できる GRはGR1~GR7

［ ］内の指定は省略できることを示す。

（ ）内のレジスタ又はアドレスに格納されている内容を示す。

adrとxの内容との論理加算値又はその値が示す番地

演算結果を，左辺のレジスタ又はアドレスに格納することを示す。

論理加算，論理減算を示す。
〇 ：設定されることを示す。

〇＊1:設定されることを示す。ただし， OFには 0が設定される。
〇＊2:設定されることを示す。ただし， OFにはレジスタから最後に送り出

されたピットの値が設定される。
：実行前の値が保持されることを示す。

1. 3 文字の符号表

(1) JIS X 0201ラテン文字・片仮名用 8ビット符号

で規定する文字の符号表を使用する。

(2)右に符号表の一部を示す。 1文字は 8ビットか

らなり，上位 4ビットを列で，下位 4ビットを行

で示す。例えば，間隔， 4,H, ¥のビット構成は，

16進表示で，それぞれ 20, 34, 48, 5Cである。

16進表示で，ビット構成が 21~7E（及び表では

省略している Al~DF)に対応する文字を図形

文字という。図形文字は，表示 （印刷）装置で，

文字として表示 （印字）できる。

(3) この表にない文字とそのビット構成が必要な場

合は，問題中で与える。
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゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 
12 

13 

14 

15 

02 

間隔

！ 
" 
＃ 

＄ 
％ 
＆ 
， 

（ 
） 
＊ 

＋ 

＇ 

／ 

03 

゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
： 

＇ ＜ 
＝ 
＞ 
？ 

04 05 06 07 

＠ p ｀ p 
A Q a q 

B R b r 

C s C s 

D T d t 
E u e u 

F V f V 

G 

＂ 
， w 

H X h X 

I y i y 
J z j z 

K L k ｛ 
L ¥ l I 
M ］ m ｝ 
N ＾ n 

゜ ゜



2. アセンプラ言語 CASL]]の仕様

2. 1 言語の仕様

(1) CASL]]は， COMET]]のためのアセ ンプラ言語である。

(2) プログラムは，命令行及び注釈行からなる。

(3) 1命令は 1命令行で記述し，次の行へ継続できない。

(4)命令行及び注釈行は，次に示す記述の形式で，行の 1文字目から記述する。

三［コ:::[I::;[]{,:]l]口／］：］：y1昌言［コメント］ ］ 

注記 ［ ］ ［ ］内の指定が省略できることを示す。

｛ ｝ ｛ ｝内の指定が必須であることを示す。

ラベル その命令の（先頭の語の）アドレスを他の命令やプログラムから参照するための

名前である。長さは 1~8文字で，先頭の文字は英大文字でなければならない。

以降の文字は，英大文字又は数字のいずれでもよい。なお，予約語である GR0~

GR7は，使用できない。

空白 1文字以上の間隔文字の列である。

命令コード命令ごとに記述の形式が定義されている。

オペランド命令ごとに記述の形式が定義されている。

コメント 覚え書きなどの任意の情報であり，処理系で許す任意の文字を書くことができる。

2.2 命令の種類

命令は， 4種類のアセンプラ命令 (START, END, DS, DC), 4種類のマクロ命令 (IN,

OUT, RPUSH, RPOP)及び機械語命令 (COMET]]の命令）からなる。その仕様を次に示す。

命令の種類 ラベル
命令

オペランド 機能
コード

プログフムの先頭を定義

START ［実行開始番地］
プログラムの実行開始番地を定義

ラベル 他のプログラムで参照する入口名

アセンプラ命令 を定義

END プログラムの終わりを明示

［ラベル］ DS 語数 領域を確保

［ラベル］ DC 定数 [,定数］．．． 定数を定義

［ラベル］ IN 入力領域，入力文字長領域 入力装置から文字データを入力

［ラベル］ OUT 出力領域，出力文字長領域 出力装置へ文字データを出力
マクロ命令 ［ラベル］ RPUSH GRの内容をスタックに格納

［ラベル］ RPOP スタックの内容を GRに格納

機械語命令 ［ラベル］ (「1.2 命令」を参照）

2.3 アセンブラ命令

アセンプラ命令は，アセンプラの制御などを行う。

(1) | START | ［実行開始番地］

START命令は，プログラムの先頭を定義する。

実行開始番地は，そのプログラム内で定義されたラベルで指定する。指定がある場合は

その番地から，省略した場合は START命令の次の命令から， 実行を開始する。 • 
また，この命令につけられたラベルは，他のプログラムから入口名として参照できる。
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(2) ~ 
END命令は，プログラムの終わりを定義する。

(3) 拉S |語数

DS命令は，指定した語数の領域を確保する。

語数は， 10 進定数（~o) で指定する。語数を 0 とした場合，領域は確保しないが，ラ
ベルは有効である。

(4) | DC I定数[,定数］ …

DC命令は，定数で指定したデータを（連続する）語に格納する。

定数には， 10進定数，16進定数，文字定数，アドレス定数の 4種類がある。

定数の種類 書き方 命令の説明

10進定数
nで指定した 10進数値を， 1語の 2進数データとして格納する。ただし， n

n 
が一32768~32767の範囲にないときは，その下位16ピットを格納する。

16進定数 #h 
hは 4けたの 16進数 (16進数字は 0~9,A~F)とする。 hで指定した

16進数値を 1語の 2進数データとして格納する (0000~ h ~ FFFF)。

文字列の文字数(>0)分の連続する領域を確保し，最初の文字は第 1語

の下位 8ピットに， 2番目の文字は第 2語の下位 8ピットに，…と順次文

文字定数 '文字列' 字データとして格納する。各語の上位 8ビットには 0のピットが入る。

文字列には，間隔及び任意の図形文字を書くことができる。ただし，アポ

ストロフィ(')は 2個続けて書く。

アドレス定数 ラベル ラベルに対応するアドレスを 1語の 2進数データとして格納する。

2.4 マク ロ命令

マクロ命令は，あらかじめ定義された命令群とオペランドの情報によって，目的の機能

を果たす命令群を生成する（語数は不定）。

(1) | IN |入力領域入力文字長領域 I

IN命令は，あらかじめ割り当てた入力装置から， 1レコードの文字データを読み込む。

入力領域は， 256語長の作業域のラベルであ り， この領域の先頭から， 1文字を 1語に

対応させて順次入力される。レコードの区切り符号（キーポード入力の復帰符号など）は，

格納しない。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じである。入カデータが 256文字に

満たない場合，入力領域の残りの部分は実行前のデータを保持する。入カデータが 256文

字を超える場合，以降の文字は無視される。

入力文字長領域は， 1 語長の領域のラベルであり，入力された文字の長さ（~o) が 2
進数で格納される。ファイルの終わリ (endof file)を検出した場合は，ー1が格納される。

IN命令を実行すると， GRの内容は保存されるが， FRの内容は不定となる。

(2) | OUT I出力領域出力文字長領域 I

OUT命令は，あらかじめ割リ当てた出力装置に，文字データを，1レコードとして書き

出す。

出力領域は，出力しようとするデータが 1文字 1語で格納されている領域のラベルであ

る。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じであるが，上位 8ビットは， OSが無視する

ので0でなくてもよい。

出力文字長領域は， 1 語長の領域のラベルであり，出力しようとする文字の長さ（~O) 
を2進数で格納しておく。

OUT命令を実行すると， GRの内容は保存されるが，FRの内容は不定となる。
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(3) ~ 
RPUSH命令は，GRの内容を， GRl, GR2,…,GR7の順序でスタックに格納する。

(4) @竺二］
RPOP命令は，スタックの内容を順次取リ出し， GR7,GR6,…,GRlの順序で GRに格納

する。

2.5 機械語命令

機械語命令のオペランドは，次の形式で記述する。

r, r1, r2 GRは，記号GR0~GR7で指定する。

X 指標レジスタとして用いる GRは，記号GRl~GR7で指定する。

adr アドレスは， 10進定数， 16進定数，アドレス定数又はリテラルで指定する。

2.6 その他

リテラルは，一つの 10進定数， 16進定数又は文字定数の前に等号（＝）を付けて

記述する。 CASLIIは，等号の後の定数をオペランドとする DC命令を生成し，そ

のアドレスを adrの値とする。

(1)アセンプラによって生成される命令語や領域の相対位置は，アセンプラ言語での記述

順序とする。ただし，リテラルから生成される DC命令は， END命令の直前にまとめて配

置される。
(2)生成された命令語，領域は，主記憶上で連続した領域を占める。

3. プログラム実行の手引

3. 1 OS 
プログラムの実行に関して，次の取決めがある。

(1) アセンブラは，未定義ラベル（オペランド欄に記述されたラベルのうち，そのプログ
ラム内で定義されていないラベル）を，他のプログラムの入口名 (START命令のラベ

ル）と解釈する。この場合，アセンプラはアドレスの決定を保留し，その決定を OSに任

せる。 OSは，実行に先立って他のプログラムの入口名との連係処理を行いアドレスを決

定する（プログラムの連係）。
(2)プログラムは， OSによって起動される。プログラムがロードされる主記憶の領域は不

定とするが，プログラム中のラベルに対応するアドレス値は， OSによって実アドレスに
補正されるものとする。

(3) プログラムの起動時に， OSはプログラム用に十分な容量のスタック領域を確保し，そ

の最後のアドレスに 1を加算した値を SPに設定する。
(4) OSは， CALL命令でプログラムに制御を渡す。プログラムを終了し OSに制御を戻

すときは， RET命令を使用する。
(5) IN命令に対応する入力装置 OUT命令に対応する出力装置の割当ては，プログラムの
実行に先立って利用者が行う。

(6) OSは，入出力装置や媒体による入出力手続の違いを吸収し，システムでの標準の形式
及び手続（異常処理を含む）で入出力を行う。したがって， IN,OUT命令では，入出力

装置の違いを意識する必要はない。

3.2 未定義事項
プログラムの実行等に関し，この仕様で定義しない事項は，処理系によるものとする。
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表計算ソフトの機能・用語（基本情報技術者試験用）

表計算ソフトの機能，用語などは，原則として次による。
けい

なお，ワークシートの保存，読出し，印刷，罫線作成やグラフ作成など，ここで示す以外の機能

などを使用するときには，問題文中に示す。

1. ワークシ＿ト

(1) 列と行とで構成される升目の作業領域をワークシートという。ワークシートの大きさは 256

列， 10,000行とする。

(2) ワークシートの列と行のそれぞれの位置は，列番号と行番号で表す。列番号は，最左端列の

列番号を Aとし， A,B, ・.., Z, AA, AB,…, AZ, BA, BB,…,BZ,…,IU, IVと表す。

行番号は，最上端行の行番号を1とし， 1，2,…,10000と表す。

(3) 複数のワークシートを利用することができる。このとき，各ワークシートには一意のワーク

シート名を付けて，他のワークシートと区別する。

2. セルとセル範囲

(1) ワークシートを構成する各升をセルという。その位置は列番号と行番号で表し，それをセル

番地という。

［例］列 A行 1にあるセルのセル番地は，Alと表す。

(2) ワークシー ト内のある長方形の領域に含まれる全てのセルの集まリを扱う場合，長方形の左

上端と右下端のセル番地及び‘‘:’'を用いて，“左上端のセル番地 ：右下端のセル番地’'と表す。

これを，セル範囲という。

［例］左上端のセル番地がAlで，右下端のセル番地がB3のセル範囲は， Al:B3と表す。

(3) 他のワークシートのセル番地又はセル範囲を指定する場合には，ワークシート名と“!”を

用い，それぞれ ‘‘ ワークシート名！セル番地＂又は‘‘ワークシート名！セル範囲’'と表す。

［例］ワークシート“シー ト1’'のセルB5~GlOを，別のワークシートから指定する場合には，

シー トl!B5:GlOと表す。

3. 値と式

(1) セルは値をもち，その値はセル番地によって参照できる。値には，数値，文字列，論理値及

び空値がある。

(2) 文字列は一重引用符“'’'で囲つて表す。

［例］文字列 “A","BC’'は，それぞれ 'A','BC'と表す。

(3) 論理値の真をtrue,偽をfalseと表す。

(4) 空値を nullと表し，空値をもつセルを空白セルという。セルの初期状態は，空白セルとする。
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(5) セルには，式を入力することができる。セルは，式を評価した結果の値をもつ。

(6) 式は，定数，セル番地，演算子，括弧及び関数から構成される。定数は，数値，文字列，論

理値又は空値を表す表記とする。式中のセル番地は，その番地のセルの値を参照する。

(7) 式には，算術式，文字式及び論理式がある。評価の結果が数値となる式を算術式，文字列と

なる式を文字式，論理値となる式を論理式という。

(8) セルに式を入力すると，式は直ちに評価される。式が参照するセルの値が変化したときには，

直ちに，適切に再評価される。

4. 演算子

(1) 単項演算子は，正符号‘‘+”及び負符号 “-”とする。

(2) 算術演算子は，加算 ‘‘+”，減算“-”，乗算“*'’，除算“/’'及びべき乗“^”とする。

(3) 比較演算子は，よリ大きい“>'’，よリ小さい “く＂，以 上‘‘こ']以下“二'’，等しい“="

及び等しくない“#’'とする。

(4) 括弧は丸括弧“("及び“)”を使う。

(5) 式中に複数の演算及び括弧があるときの計算の順序は，次表の優先順位に従う。

演算の種類 演算子 優先順位

括弧 （） 高

べき乗演算

I 単項演算 +, -

乗除演算 *, / 
加減演算 +, -

比較演算 ＞，＜，こ，三，＝，＃ 低

5. セルの複写

(1) セルの値又は式を，他のセルに複写することができる。

(2) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，複写元

と複写先のセル番地の差を維持するように，式中のセル番地を変化させるセルの参照方法を相

対参照という。この場合，複写先のセルとの列番号の差及び行番号の差を，複写元のセルに入

力された式中の各セル番地に加算した式が，複写先のセルに入る。

［例］セルA6に式 Al+5が入力されているとき，このセルをセル B8に複写すると，セルB8

には式 B3+ 5が入る。

(3) セルを複写する湯合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，そのセ

ル番地の列番号と行番号の両方又は片方を変化させないセルの参照方法を絶対参照という。絶

対参照を適用する列番号と行番号の両方又は片方の直前には“$”を付ける。

［例］セル Blに式 ＄A$1+ $A2, + A$5が入力されているとき，このセルをセル C4に複写す
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ると，セル C4には式＄A$1+ $A5 + B$5が入る。

(4) セルを複写する場合で，複写元のセル中に，他のワークシートを参照する式が入力されてい

るとき，その参照するワークシートのワークシート名は複写先でも変わらない。

［例］ワークシート ‘‘シート2"のセルA6に式シートl!Alが入力されているとき，このセル

をワークシート ‘‘シート3"のセル B8に複写すると，セルB8には式シートl!B3が入

る。

6. 関数

式には次の表で定義する関数を利用することができる。

書式 解 説

合計（セル範囲'))
セル範囲に含まれる数値の合計を返す。

［例］合計 (Al:B5)は，セルAl~B5に含まれる数値の合計を返す。

平均 （セル範囲1)) セル範囲に含まれる数値の平均を返す。

標本標準偏差（セ
セル範囲に含まれる数値を標本として計算した標準偏差を返す。

ル範囲'))

母標準偏差（セル
セル範囲に含まれる数値を母集団として計算した標準偏差を返す。範囲1))

最大（セル範囲 1)) セル範囲に含まれる数値の最大値を返す。

最小（セル範囲1)) セル範囲に含まれる数値の最小値を返す。

IF（論理式，式1,
論理式の値がtrueのとき式 1の値を，falseのとき式2の値を返す。

［例］ IF(B3> A4,'北海道 ',C4)は，セルB3の値がセルA4の値よリ大きい
式2)

とき文字列 “北海道’'を，それ以外のときセルC4の値を返す。

個数（セル範囲） セル範囲に含まれるセルのうち，空白セルでないセルの個数を返す。

セル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定された条件を満たすセ

ルの個数を返す。検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，セル範囲に

条件付個数（セル 含まれる各セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。

範囲，検索条件の ［例1]条件付個数 (H5:L9,> Al)は，セルH5~L9のセルのうち，セルAl

記述） の値よリ大きな値をもつセルの個数を返す。

［例2]条件付個数 (H5:L9,='A4')は，セルH5~L9のセルのうち，文字列

“A4’'をもつセルの個数を返す。

算術式の値以下で最大の整数を返す。

整数部（算術式） ［例1]整数部 (3.9)は， 3を返す。

［例2]整数部 (-3.9)は， ー4を返す。

算術式1の値を被除数， 算術式2の値を除数として除算を行ったときの剰余を

剰余（算術式1，算
返す。関数“剰余’'と‘‘整数部’'は，剰余（x,y)= X - y *整数部 (x/ y)と

いう関係を満たす。
術式2)

［例1]剰余（10,3)は， 1を返す。

［例2]剰余（一10,3)は， 2を返す。

平方根（算術式）
算術式の値の非負の平方根を返す。算術式の値は，非負の数値でなければなら

ない。

論理積（論理式1, 論理式1，論理式2,…の値が全てtrueのとき，trueを返す。それ以外のときfalse

論理式2'...)2) を返す。

論理和（論理式1,論理式1，論理式2,…の値のうち，少なくとも一つがtrueのとき，trueを返す。

論理式2,・・・ ）2) それ以外のときfalseを返す。

否定（論理式） 論理式の値がtrueのときfalseを，falseのときtrueを返す。
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切上け（算術式， 算術式の値を指定した桁位置で，関数“切上げ’'は切リ上げた値を，関数 “四捨

桁位置） 五入’'は四捨五入した値を，関数“切捨て’'は切リ捨てた値を返す。ここで，桁

四捨五入（算術 位置は小数第 1位の桁を 0とし，右方向を正として数えたときの位置とする。

式，桁位置） ［例1]切上げ(-314.059,2)は，ー314.06を返す。

切捨て（算術式， ［例2]切上げ（314.059,-2)は， 400を返す。

桁位置） ［例3]切上げ(314.059,0)は， 315を返す。

式1，式2,…のそれぞれの値を文字列として扱い，それらを引数の順につない

結合（式1，式2,…）2)

でできる一つの文字列を返す。

［例］結合（＇北海道 ','九州 ',123,456)は，文字列 “北海道九州123456"を返

す。

順位（算術式，セ セル範囲の中での算術式の値の順位を，順序の指定が0の場合は昇順で， 1の場

ル範囲1),/卿茅の指 合は降順で数えて，その順位を返す。ここで，セル範囲の中に同じ値がある場合，

定） それらを同順とし，次の順位は同順の個数だけ加算した順位とする。

乱数（） 0以上 1未満の一様乱数（実数値） を返す。

表引き（セル範囲 ，セル範囲の左上端から行と列をそれぞれ 1,2，・・・ と数え，セル範囲に含まれ

行の位置，列の位 る行の位置と列の位置で指定した場所にあるセルの値を返す。

置） ［例］表引き (A3:Hll,2,5)は，セルE4の値を返す。

セル範囲の左端列を上から下に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の行を探す。その行に対して，セル範囲の左端列から

列を 1,2, …と数え，セル範囲に含まれる列の位置で指定した列にあるセル

の値を返す。

垂直照合（式，セル ・検索の指定が 0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

範囲，列の位置，検 ・検索の指定が 1の場合の条件 ：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 左端列は上から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］垂直照合 (15,A2:El0,5,0)は，セル範囲の左端列をセルA2,A3, …, 

AlOと探す。このとき，セルA6で 15を最初に見つけたとすると，左端

列 Aから数えて 5列目の列 E中で，セル A6と同じ行にあるセル E6の

値を返す。

セル範囲の上端行を左から右に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の列を探す。その列に対して，セル範囲の上端行から

行を 1,2, …と数え，セル範囲に含まれる行の位置で指定した行にあるセル

の値を返す。

水平照合（式，セル ・検索の指定が0の場合の条件 ：式の値と一致する値を検索する。

範囲，行の位置，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 上端行は左から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］水平照合 (15,A2:G6,5, 1)は，セル範囲の上端行をセルA2,B2,…, 

G2と探す。このとき， 15以下の最大値をセルD2で最初に見つけたとす

ると，上端行 2から数えて 5行目の行 6中で，セル D2と同じ列にある

セルD6の値を返す。

1行又は 1列を対象とする同じ大きさの検索のセル範囲と抽出のセル範囲に

対して，検索のセル範囲を左端又は上端から走査し，式の値と一致する最初の

照合検索（式，検索 セルを探す。見つかったセルの検索のセル範囲の中での位置と，抽出のセル範

のセル範囲，抽出 囲の中での位置が同じセルの値を返す。

のセル範囲） ［例］照合検索（15,Al: A8, C6: C13)は，セルAl~A8をセルA1,A2,…と

探す。このとき，セル A5で 15を最初に見つけたとすると，セル C6~

Cl3の上端から数えて 5番目のセルClOの値を返す。
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1行又は 1列を対象とするセル範囲に対して，セル範囲の左端又は上端から走

査し，検索の指定によって指定される条件を満たす最初のセルを探す。見つか

ったセルの位置を，セル範囲の左端又は上端から1,2,…と数えた値とし，

その値を返す。

・検索の指定が0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

照合一致（式，セル ・検索の指定が 1の場合の条件 ：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

範囲，検索の指定） セル範囲は左端又は上端から順に昇順に整列されている必要がある。

・検索の指定が 一1の場合の条件：式の値以上の最小値を検索する。このとき，

セル範囲は左端又は上端から順に降順に整列されている必要がある。

［例］照合一致（15,B2:Bl2,-1)は，セル B2~Bl2をセルB2,B3,…と探

す。このとき， 15以上の最小値をセ｝お9で最初に見つけたとすると，セ

ルB2から数えた値 8を返す。

行数及び列数が共に同じ検索のセル範囲と合計のセル範囲に対して，検索と合

計を行う。検索のセル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定され

る条件を満たすセルを全て探す。検索条件の記述を満たした各セルについての

左上端からの位置と，合計のセル範囲中で同じ位置にある各セルの値を合計し

て返す。

検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，検索のセル範囲に含まれる各

条件付合計（検索
セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。

［例l]条件付合計（Al:B8,> El,C2:D9)は，検索のセル範囲であるセルAl
のセル範囲，検索

~B8のうち，セルElの値よリ大きな値をもつ全てのセルを探す。この
条件の記述，合計

とき，セル A2,B4, B7が見つかったとすると，合計のセル範囲である
のセル範囲1))

セル C2~D9の左上端からの位置が同じであるセル C3,D5, D8の値

を合計して返す。

［例2]条件付合計（Al:B8,= 160,C2:D9)は，検索のセル範囲であるセルAl
~B8のうち， 160と一致する値をもつ全てのセルを探す。このとき，セ

ルA2,B4, B7が見つかったとすると，合計のセル範囲であるセル C2~

D9の左上端からの位置が同じであるセル C3,D5, D8の値を合計して

返す。

注り引数として渡したセル範囲の中で，数値以外の値は処理の対象としない。

2) 引数として渡すことができる式の個数は， 1以上である。

7. マクロ

(1) ワークシートとマクロ

ワークシートには複数のマクロを格納することができる。

マクロは一意のマクロ名を付けて宣言する。マクロの実行は，表計算ソフトのマクロの実行

機能を使って行う。

［例］ 0マクロ： Pro

例は，マクロ Proの宣言である。

(2) 変数とセル変数

変数の型には，数値型，文字列型及び論理型があり ，変数は宣言することで使用できる。変

数名にセル番地を使用することはできない。

［例］ 0数値型： row,col 

例は，数値型の変数 row, colの宣言である。

セルを変数として使用でき，これをセル変数という。セル変数は，宣言せずに使用できる。
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セル変数の表現方法には，絶対表現と相対表現とがある。

セル変数の絶対表現は，セル番地で表す。

セル変数の相対表現は，次の書式で表す。

三`叶詈こ攣立五：：：は言悶：闘』：で霜
［例1]相対(B5,2, 3)は，セルE7を表す変数である。

［例2]相対(B5,-2, -1)は，セルA3を表す変数である。

(3) 配列

数値型，文字列型又は論理型の配列は宣言することで使用できる。添字を‘'["及び“]”で

囲み，添字が複数ある場合はコンマで区切る。添字は 0から始まる。

なお，数値型及び文字列型の変数及び配列の要素には，空値を格納することができる。

［例］ 0文字列型：table[ 100, 200] 

例は， 100 X 200個の文字列型の要素をもつ 2次元配列 tableの宣言である。

(4) 宣言注釈及び処理

宣言，注釈及び処理の記述は，“共通に使用される擬似言語の記述形式＂の〔宣言，注釈及び

処理〕に従う。

処理の記述中に式又は関数を使用する場合，その記述中に変数，セル変数又は配列の要素が

使用できる。

［例］ 0数値型： row

I 二＇（ E□□＇）1←垂直照合（相対(E1,row, 0), A1 :B10, 2, 0) * 10 

例は，セルELE2,…,E5の各値に対して，セルAl~AlOの中で同じ値をもつセル

が現れる最初の行を探し，見つけた行の列 Bのセルの値を10倍し，セルFLF2,…,F5の

順に代入する。

ー
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〔メモ用紙〕
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〔メモ用紙〕

-86 -



〔メモ用紙〕
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6. 退室可能時間に途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が

回収されてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 13:40~ 15:20 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおリ解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

9. Javaプログラムで使用する APIの説明，アセンプラ言語の仕様及び表計算ソフト

の機能・用語は，この冊子の末尾を参照してください。

10.試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限ります。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル (B又はHB),鉛筆削リ，消しゴム，定規，

時計（時計型ウェアラプル端末は除く。アラームなど時計以外の機能は使用不可），ハン

カチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

11.試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

12. 答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，採

点されません。

13. 試験時間中にトイレヘ行きたくなったり，気分が悪くなったリした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では， TM及び Rを明記していません。

＇ 
c2015 独立行政法人情報処理推進機構

- 88 -


